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【過去問 1】 

次の問いに答えなさい。 

（北海道 2018 年度） 

問１ 次の文の  ①  ～  ⑧  に当てはまる語句を書きなさい。 

(1) 種子植物のうち，アブラナやエンドウのように，子房の中に胚珠がある植物を  ①  植物という。 

(2) 火山の地下にある  ②  は，岩石がとけた高温の物質である。 ②  が地下深くでゆっくり冷え

て固まると深成岩となる。 

(3) タンポポのような双子葉類の根は，太い根である主根とそこから伸びる細い根である側根からなる。

一方，スズメノカタビラなどの単子葉類の根は，太い根がなく根もとから伸びる多数の細い根からな

る。単子葉類のこのような根を  ③  という。 

(4) 地震が発生した場所を震源といい，震源の真上にあたる地点を  ④  という。 

(5) 位置エネルギーと運動エネルギーの和を  ⑤  という。 

(6) 地震計に記録された地震のゆれのうち，はじめの小さなゆれを初期微動，それにつづく大きなゆれ

を  ⑥  という。 

(7) 液体が沸騰して気体に変化するときの温度を沸点といい，固体がとけて液体に変化するときの温度

を  ⑦  という。 

(8) 有性生殖において，精子が卵の中に入り，精子の核と卵の核が合体する過程を  ⑧  という。 

問２ 次の文の     に共通して当てはまる語句を漢字２字で書きなさい。 

 熱の伝わり方には，伝導，放射のほかに     がある。    は，液体や気体をあたためるとき

に見られる，温度の異なる液体や気体が循環して熱が運ばれる現象である。 

問３ 有機物以外の物質である無機物を，ア～オから２つ選びなさい。 

ア 食塩 イ 砂糖 ウ プラスチック エ ロウ オ 鉄 

問４ 生態系における生産者に分類される生物を，ア～カからすべて選びなさい。 

ア アサガオ イ アオカビ ウ メダカ 

エ ゼニゴケ オ シイタケ カ ミミズ 
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問５ 図は，ある日の 20 時の北極星と恒星Ａの位置を示した模式図である。  印は，北極星を中心とし恒

星Ａを通る円の周を 12 等分する位置を示している。ある日の 20 時から４時間後の恒星Ａの位置を，

解答欄の図に×印で書き加えなさい。 

図  

問６ 硝酸カリウム１ｇに水を加え，すべてとかして質量パーセント濃度が 10％の硝酸カリウム水溶液を

つくった。このとき，加えた水の質量は何ｇか，書きなさい。 

問７ 質量 10kg の物体を，床から 0.8ｍの高さまで一定の速さで持ち上げるのに２秒かかったときの仕事

率は何Ｗか，書きなさい。ただし，質量 100ｇの物体にはたらく重力の大きさを１Ｎとする。 
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問１ 

(1) ①  

(2) ②  

(3) ③

４ 

 

(4) ④  

(5) ⑤  

(6) ⑥  

(7) ⑦  

(8) ⑧  

問２  

問３   

問４  

問５ 

 

問６   ｇ 

問７   Ｗ 
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問１ 

(1) ① 被子 

(2) ② マグマ 

(3) ③

４ 

ひげ根 

(4) ④ 震央 

(5) ⑤ 力学的エネルギー 

(6) ⑥ 主要動 

(7) ⑦ 融点 

(8) ⑧ 受精 

問２ 対流 

問３ ア オ 

問４ ア，エ 

問５ 

 

問６ ９ ｇ 

問７ 40 Ｗ 

 

問１ (1) 子房の中に胚珠がある植物を被子植物，子房がなく胚珠がむき出しになっている植物を裸子植物と

いう。 

(2) マグマが冷えて固まってできた岩石を火成岩という。火成岩は大きく分けて，地下深くでゆっくり冷

えて固まった深成岩，地表や地表付近で急に冷えて固まった火山岩の２種類に分けられる。 

(3) 双子葉類と単子葉類の特徴の違いとしては，根のつくりのほかに，子葉の数，葉の葉脈のようす，茎

の維管束の並び方などがある。 

(4) 震源と震央の間の距離が震源の深さとなる。 

(5) 位置エネルギーと運動エネルギーの和を力学的エネルギーといい，運動の過程で常に一定に保たれ

ている。 

(6) 初期微動は速く伝わるＰ波，主要動は遅く伝わるＳ波によるゆれである。 

(7) 純粋な物質の沸点や融点は，物質の種類によって決まっている。 

(8) 精子の核と卵の核が受精して，受精卵ができる。 

問２ 対流は，物質が移動して熱が伝わる現象。伝導は，温度の異なる物質が接しているときに熱が伝わる現

象。放射は，太陽の光のような高温の物体が出した赤外線などによって，熱が伝わる現象。 

問３ 炭素を含む物質を有機物，有機物以外の物質を無機物という。イの砂糖，ウのプラスチック，エのロウ

などのような有機物は燃やすと二酸化炭素と水が発生する。一方，アの食塩やオの鉄のような無機物は

炭素を含まないので燃やしても二酸化炭素が発生しない。 

問４ 生態系における生産者とは，光合成で栄養分をつくり出す生物のこと。ふつう葉緑体をもつ植物を指す。 

問５ 恒星Ａは北極星を中心に１日１回転して見える。したがって，１時間では 360÷24＝15〔°〕回転する。
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４時間後では 15×４＝60〔°〕反時計回りに動いた位置に見える。 

問６ 質量パーセント濃度〔％〕＝溶質の質量〔ｇ〕÷（溶媒の質量〔ｇ〕＋溶質の質量〔ｇ〕）×100 より，

溶媒の質量を x〔ｇ〕とすると，１÷（x＋１）×100＝10  x＝９〔ｇ〕 

 なお，「質量パーセント濃度が 10％」ということから，「水溶液 100ｇ中に溶質 10ｇがとけている（水

溶液 100〔ｇ〕＝溶媒 90〔ｇ〕＋溶質 10〔ｇ〕）」ということがわかる。このことから，求める溶媒の質

量を x とすると，90：10＝x：１  x＝９〔ｇ〕と求めることもできる。 

問７ 質量 100ｇの物体にはたらく重力の大きさが１Ｎなので，10 ㎏（10000ｇ）の物体にはたらく重力の大

きさは，10000÷100＝100〔Ｎ〕。仕事〔Ｊ〕＝力の大きさ〔Ｎ〕×力の向きに動かした距離〔ｍ〕より，

100〔Ｎ〕×0.8〔ｍ〕＝80〔Ｊ〕。仕事率〔Ｗ〕＝仕事〔Ｊ〕÷仕事に要した時間〔ｓ〕より， 

80〔Ｊ〕÷２〔ｓ〕＝40〔Ｗ〕 
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【過去問 2】 

次の問１～問４に答えなさい。 

（青森県 2018 年度） 

問１ 右の図のＡ～Ｄは，アブラナの花を分解したとき

の，各部分のつくりを模式的に表したものである。

次のア，イに答えなさい。 

ア 図のＡ～Ｄを，花の外側のつくりから順に並べ，

その記号を書きなさい。 
 

イ 次の文章は，アブラナの花のはたらきについて述べたものである。文章中の  ①  ～  ③  に入

る語の組み合わせとして適切なものを，次の１～４の中から一つ選び，その番号を書きなさい。 

めしべの  ①  に花粉がつくことを受粉という。受粉すると，子房や胚珠は大きく成長し，子房

は  ②  に，胚珠は  ③  になる。このように花には  ③  をつくるはたらきがある。 

１ ① やく ② 果実 ③ 種子 ２ ① やく ② 種子 ③ 果実 

３ ① 柱頭 ② 果実 ③ 種子 ４ ① 柱頭 ② 種子 ③ 果実 

問２ 右の図は，自然界における炭素の循環を模式的に表した

もので，図中の矢印は炭素の流れを示している。このうち，

矢印ａは植物のあるはたらきによる流れを，矢印ｂ～ｄは

生物の死がいや排出物を通した流れを示したものである。

次のア，イに答えなさい。 

ア あるはたらきとは何か，その名称を書きなさい。 
 

イ ミミズのように，生物の死がいや排出物から養分を得ている生物を，そのはたらきから何というか，

書きなさい。また，同じはたらきをする生物として適切なものを，次の１～５の中からすべて選び，

その番号を書きなさい。 

１ ヘビ ２ ダンゴムシ ３ モグラ ４ コケ ５ カビ 

問３ 大気の動きについて，次のア，イに答えなさい。 

ア 海岸近くの地域でふく海風について表したものとして最も適切なものを，次の１～４の中から一つ

選び，その番号を書きなさい。ただし，  は大気の動く向きを表すものとする。 

１ ２ ３ ４ 
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イ 右の図は，７月～10 月の台風の代表的な進路を表したもので

ある。日本列島に近づいた台風が中緯度から進路を東向きに変

える理由を書きなさい。 

 

 

問４ 次の図は，太陽のまわりを公転する地球とおもな星座の位置関係を模式的に表したもので，Ａ～Ｄ

は春分，夏至，秋分，冬至のいずれかの日の地球の位置を示している。次のア，イに答えなさい。 

 

ア 青森県のある地点で，春分の日の真夜中頃に西の空に沈んでいくのが見える星座として最も適切な

ものを，次の１～４の中から一つ選び，その番号を書きなさい。 

１ さそり座 ２ みずがめ座 ３ おうし座 ４ しし座 

イ 次の文章は，地球から見た太陽の動きについて述べたものである。 ①  に入る語句として最も適

切なものを，次の１～４の中から一つ選び，その番号を書きなさい。また， ②  に入る適切な語を

書きなさい。 

地球から見た太陽は，１年を通じて星座の間を  ①  へ少しずつ動き，もとの位置へもどって

くる。このときの太陽の見かけの通り道を  ②  という。 

１ 東から西 ２ 西から東 ３ 北から南 ４ 南から北 

 

問１ 
ア →      →      → 

イ  

問２ 
ア  

イ  番号  

問３ 
ア  

イ  

問４ 
ア  

イ ①  ②  
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問１ 
ア Ａ → Ｄ → Ｂ → Ｃ 

イ ３ 

問２ 
ア 光合成 

イ 分解者 番号 ２，５ 

問３ 

ア １ 

イ 
例 

偏西風の影響を受けるから。 

問４ 
ア ３ 

イ ① ２ ② 黄道 

 

問１ ア 花の外側から中心に向かって，がく，花弁，おしべ，めしべの順についている。 

イ おしべのやくから出た花粉がめしべの柱頭につくと，子房は果実に，胚珠は種子に成長する。 

問２ ア 矢印ａは，ハコベ（植物）が大気中の二酸化炭素を取り入れることを示している。植物は，二酸化

炭素を光合成によって取り入れ，呼吸によって放出している。 

イ ミミズやダンゴムシ，カビは生物の死がいやふんなどから養分を得ており，そのはたらきから分解者

とよばれる。他の生物を食べて養分を得ているヘビとモグラは消費者，光のエネルギーを使って無機

物から有機物をつくり出すコケは生産者である。 

問３ ア 昼は，陸が海よりもあたたまりやすいため，陸では上昇気流ができ，気圧が低くなる。それに対し

て，海では下降気流ができ，気圧が高くなる。したがって，気圧の高い海から気圧の低い陸へ向かって，

風（海風）がふくことになる。一方，夜は，陸が海よりも冷えやすいため，昼とは逆に陸から海へ向かっ

て風がふく。 

イ 日本列島の上空付近では西から東への偏西風が吹いているので，台風などは日本列島に近づくと東向

きに進路を変える。 

問４ ア 北半球が太陽側に傾いているＡが夏至，その反対側にあるＣが冬至なので，Ｂは秋分，Ｄは春分で

ある。春分の日の真夜中頃に，南の空に見えるのがしし座で，西の空にはおうし座が見える。 

イ 地球の公転によって，太陽の見かけの位置は１年を通じて星座の間を西から東に少しずつ動いていく

ように見える。この通り道を黄道という。 

 



9 

【過去問 3】 

星と月の動きについて調べるため，岩手県内のある場所で，次のような観察を行いました。これについ

て，あとの問１～問４に答えなさい。 

（岩手県 2018 年度） 

観察１ 

 ある日，南の空を観察すると，図Ⅰのように，オリオン座と月がほぼ南

中していた。 

  の月のようすを双眼鏡で観察して，図Ⅱのスケッチを描いた。 

観察２ 

  から４日後，同じ時刻に観察すると，オリオン座は図Ⅰとほぼ同じ位

置に見えたが，月は東に移動して見えた。ちょうど月の方向に雲があって，

月の形ははっきりわからなかった。 

図Ⅰ 

 

観察３ 

  から１か月後，同じ時刻に観察すると，オリオン座は図Ⅰと比較して，

西へ約 30°移動して見えた。 

図Ⅱ 

 

問１ 次のア～エのうち，月について述べたものとして最も適当なものはどれですか。一つ選び，その記

号を書きなさい。 

ア 地球に最も近い惑星である。 

イ 直径は，太陽とほぼ等しい。 

ウ 大気の主な成分は，水素である。 

エ 重力は，地球上の約６分の１である。 

問２  で，月の形と見えた方位から，観察を行った時刻は何時頃でしたか。次のア～エのうちから一つ

選び，その記号を書きなさい。 

ア 午後６時頃 イ 午後９時頃 ウ 午前０時頃 エ 午前３時頃 
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問３ 観察２で，雲がなければ月の形は右の図のＡ，Ｂの

どちらのように見えますか。また，月が東へ移動して

見えたのは，月が右の図のＣ，Ｄのどちらのように動

いているからですか。次のア～エのうちから，最も適

当な組み合わせを一つ選び，その記号を書きなさい。

ただし，月の動きは地球の北極点の真上から見たも

のとします。 

Ａ  Ｂ  

Ｃ  Ｄ  

ア ＡとＣ イ ＡとＤ 

ウ ＢとＣ エ ＢとＤ 

問４ 観察３の結果から，オリオン座の南中時刻は，観察した時刻のおよそ何時間前または何時間後と考

えられますか。次のア～エのうちから一つ選び，その記号を書きなさい。また，このように星座の南

中時刻が年間を通じて変化するのはなぜですか。その理由を簡単に書きなさい。 

ア １時間前 イ １時間後 ウ ２時間前 エ ２時間後 

 

問１  

問２  

問３  

問４ 

記号   

理由  

 

問１ エ 

問２ ア 

問３ イ 

問４ 

記号 ウ 

理由 
例 

地球が太陽のまわりを公転しているから。 

 

問１ 月は地球の衛星で，直径は地球のおよそ４分の１である（太陽の直径は地球のおよそ 109 倍である）。

また，月には大気がなく，重力は地球上の約６分の１である。 

問２ 南の空に右側が光った半月（上弦の月）が見えるので，このとき太陽は西の方角にあり，太陽からの光

を受けて右半分が光っていると考えられる。太陽が西の方角にあることから，午後６時頃である。 

問３ 図Ⅰのような上弦の月は，このあとおよそ１週間ごとに，満月→下弦の月→新月のように満ち欠けして

いく。よって，４日後には上弦の月より満ちているＡのように見える。また，月は地球のまわりを西か

ら東へ回っているので，同じ時刻に観察を続けると，しだいに東へ移動していくように見える。月がこ
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のように地球のまわりを回る動きを北極点の上空から見ると，Ｄのように反時計回りに見える。 

問４ 南の空の星は，１時間に 15 ﾟの割合で，東から西へ動いているように見える（日周運動）。図Ⅰよりも

西へ約 30 ﾟ移動して見えたオリオン座が，同じ夜に図Ⅰと同じ位置に見えたのは，30〔ﾟ〕÷15〔ﾟ〕＝

２より，およそ２時間前と考えられ，南中時刻もおよそ２時間前である。なお，このように星座の南中

時刻が年間を通じて変化するのは，地球が太陽のまわりを１年に１回，公転しているからで，公転軌道

上の地球の位置が変わるにつれて，太陽と逆側の真夜中に見える星空の方向も変わっていく。 
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【過去問 4】 

太陽について，次の問１，問２に答えなさい。 

（秋田県 2018 年度） 

問１ 南半球にあるＰ市に出張した先生が，Ｐ市で体験したことを次のように授業で説明した。 

 

① 次のうち，太陽はどれに分類されるか，１つ選んで記号を書きなさい。 

ア 惑星 イ 衛星 ウ 恒星 エ すい星 

② 下線部ａのＸ～Ｚに当てはまる方位は，東，西，南，北のどれか，図１をもとに，それぞれ書きなさ

い。 

③ 図２は，秋分の日に地球を北極点の真上から見たときのようす

を模式的に表したものである。Ｐ市が日の入りのとき，秋田県は

ア～エのどこに位置しているか，下線部ｂをもとに，最も適切な

ものを１つ選んで記号を書きなさい。 

図２ 

 

問２ 太陽の黒点について調べるため，図３のような天体望遠鏡を用いて，太陽投影板の上に記録用紙を

固定し，太陽の像を直径 10 ㎝になるように投影して数分間観察した。そして，観察してわかったこと

を図４のようにまとめた。 

図３ 図４ 

  

① 黒点が黒く見える理由を，「黒点は周囲より」に続けて書きなさい。 

② 下線部ｃの主な原因は次のどれか，１つ選んで記号を書きなさい。 

ア 地球の公転 イ 地球の自転 ウ 太陽の公転 エ 太陽の自転 
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③ 黒点Ｑの実際の直径は，地球の直径の約何倍か，四捨五入して小数第１位まで求めなさい。ただし，

太陽の直径は地球の直径の 109 倍とする。 

 

問１ 

①   

② Ｘ：  Ｙ：  Ｚ：  

③  

問２ 

① 

黒点は周囲より 

 

②   

③   倍 

 

問１ 

① ウ 

② Ｘ： 東 Ｙ： 北 Ｚ： 西 

③ エ 

問２ 

① 

黒点は周囲より 

例 

温度が低いから 

② イ 

③ 5.5 倍 

 

問１ ① アの惑星は，地球や火星などのように恒星のまわりを回る天体。イの衛星は，地球のまわりを回る

月のように，惑星のまわりを回る天体。ウの恒星は，太陽のように自ら光を出す天体。エのすい星は，

氷やちりなどが集まってできた小さな天体。すい星は，太陽のまわりを公転している。 

② 北半球では太陽は東→南の空→西と動いて見えるが，南半球では東→北の空→西と動いて見える。 

③ 図２は北極点の真上から見たときであり，太陽は右側にある。地球はこの方向から見ると反時計まわ

りに自転するので，エは日の出，アは日の入り。ウは午後０時ごろ，イは午前０時ごろの位置である

と考えられる。秋田県とＰ市では 12 時間の時差があるので，Ｐ市が日の入りのときは，秋田県では日

の出と考えられる。したがって，エとなる。 

問２ ① 太陽の表面の温度は約 6000℃，黒点の温度は約 4000℃である。黒点はまわりよりも温度が低いため，

暗く，黒く見える。 

② 地球は地軸を中心に１日（24 時間）で 1 回自転している。360÷24＝15〔°〕より，地球から見た太

陽は１時間でおよそ 15°ずつ，４分で１°ずつ動いて見える。 

③ 太陽の像の大きさは 10〔cm〕＝100〔mm〕，黒点Ｑの像の大きさは 5.0mm。太陽の直径は地球の直径の

109 倍なので，黒点Ｑの大きさを地球の直径の x 倍とすると，100：5.0＝109：x x＝5.45 より，約

5.5 倍となる。 
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【過去問 5】 

恵子さんは，季節ごとの太陽の１日の動きについて興味をもち，山形県内のある場所で，太陽の観察を

行った。また，山形県における日の出の時刻と日の入りの時刻を調べた。次は，恵子さんがまとめたもので

ある。あとの問いに答えなさい。 

（山形県 2018 年度） 

【太陽の動きの観察】 

図１のように，水平に置いてある厚紙に透明半球のふち

と同じ大きさの円をかき，その円の中心で直角に交わる２

本の線を引いたあと，方位磁針を用いて方位を決めた。次

に，透明半球を円のふちにあわせて置き，2017 年６月のあ

る日と９月のある日に，同じ場所で，１時間ごとにペンの

先端の影を円の中心にあわせて，透明半球の表面に太陽の

位置をペンで記録した。そのあと，記録した太陽の位置を

なめらかな曲線で結び，その曲線を透明半球のふちまでの

ばした。 

【日の出の時刻と日の入りの時刻の調査】 

2017 年４月から９月までの毎月 15 日の日の出の時刻と

日の入りの時刻を新聞で調べ，表にまとめた。 

図１ 

 

表 

 

問１ 透明半球を観察者から見た天球としたときの，観察者の位置はどこか，書きなさい。 

問２ 山形県における，2017 年の夏至の昼の長さとして最も近いものを，次のア～エから一つ選び，記号

で答えなさい。 

ア 約 12 時間 イ 約 13 時間 ウ 約 14 時間 エ 約 15 時間 

問３ 太陽の動きや昼の長さは，季節によって変化している。次は，恵子さんが，太陽の動きが変化する

理由について調べ，考えたことをまとめたものである。あとの問いに答えなさい。 

図２のような，太陽のまわりを地球が公転す

る模式図を使うと，公転面に対して垂直な方向

から  

    ａ     ため，季節によって太陽の

動きが変化しているように見える。また，太陽

と地球の位置関係から，太陽からの光の当たり

方がわかる。 

図２ 

 

(1)  ａ  にあてはまる言葉を書きなさい。 
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(2) 下線部について，次は，図２における山形県での季節と，太陽からの光の当たり方について，恵子

さんがまとめたものである。 ｂ  ～  ｄ  にあてはまるものの組み合わせとして適切なものを，あ

とのア～エから一つ選び，記号で答えなさい。 

図２において，地球が  ｂ  の位置にあるとき，山形県での季節は冬である。夏の晴れた日と冬

の晴れた日を比べると，夏の気温よりも冬の気温が低くなるのは，太陽の高度が  ｃ  なり，同じ

面積に当たる光の量が  ｄ  なるからである。 

ア ｂ Ｘ ｃ 低く ｄ 多く イ ｂ Ｘ ｃ 高く ｄ 少なく 

ウ ｂ Ｙ ｃ 高く ｄ 多く エ ｂ Ｙ ｃ 低く ｄ 少なく 

 

問１  

問２  

問３ 
(1)  

(2)  

 

問１ 例  円の中心 

問２ エ 

問３ 
(1) 例  地軸が傾いている 

(2) エ 

 

問１ 透明半球で観察を行うとき，透明半球を天球，透明半球の円の中心を観察者の位置と考える。 

問２ 夏至の日は６月 21 日ごろで，１年で最も昼の時間が長い。表で，６月（15 日）の日の出の時刻と日の

入りの時刻からこの日の昼の長さを求めると，19 時 04 分と４時 15 分の間なので，14 時間 49 分となる。

夏至の日の昼の長さは６月 15 日よりも少し長いので，エの約 15 時間が選べる。 

問３ (1) 季節によって太陽の動きが変化しているように見えるのは，地球が公転面に対して垂直な方向から

地軸を 23.4゜傾けたまま公転しているからである。 

(2) 図２では，Ｙの位置で地軸の北極側が太陽と反対側に傾いており，この位置が北半球では冬である。

地球がＹの位置にあるときには太陽の高度が低いので，一定の面積の地面に当たる太陽の光の量は少

なくなり，地表が受けとる熱の量も少ない。このため，気温が低くなる。 
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【過去問 6】 

次の文について，問１～問５に答えなさい。 

（福島県 2018 年度） 

図１は，黄道とその付近の星座を示したものである。それぞれの星座の下に書かれている月は，

太陽がその星座の方向にあるおおよその時期を示している。ある地点で星座を観察すると，同じ

時刻に見える星座の位置は， ①  へと一日に約  ②  動き，季節とともに見える星座が変わ

っていく。また，太陽は，黄道上を  ③  へと移動していく。これらの星座と太陽の動きは，地

球の公転による見かけの動きである。これを天体の  ④  運動という。黄道は，地球の公転面を  

⑤  上に延長したものと同じである。 

図１ 

 

問１ 文中の①～③にあてはまることばと数字の組み合

わせはどのようになるか。次のア～クの中から１つ

選びなさい。 

問２ 文中の④にあてはまることばは何か。書きなさい。 

問３ 文中の⑤にあてはまることばは何か。漢字２字で

書きなさい。 

    

 ① ② ③ 

ア 西から東 １° 西から東 

イ 西から東 １° 東から西 

ウ 東から西 １° 西から東 

エ 東から西 １° 東から西 

オ 西から東 30° 西から東 

カ 西から東 30° 東から西 

キ 東から西 30° 西から東 

ク 東から西 30° 東から西 

問４ 図１から考えると，４月 15 日の午前０時頃に南中する星座は何か。次のア～オの中から最も適当な

ものを１つ選びなさい。 

ア うお座 イ おうし座 ウ かに座 エ おとめ座 オ さそり座 



13 地球と宇宙(中３) 天体の運動・季節の変化・惑星ほか 2018 年度 

17 

問５ 図２は，福島県のある場所でいて座を観察

したとき，いて座が矢印の向きに移動して，

点Ａの付近に沈もうとしているのを示した

図である。点Ａの方向を説明している最も適

当なものを，次のア～オの中から１つ選びな

さい。 

ア 方位磁針のＮ極が指す方向 

イ 方位磁針のＳ極が指す方向 

ウ 夏至の日に太陽が沈む方向 

エ 秋分の日に太陽が沈む方向 

オ 冬至の日に太陽が沈む方向 

図２ 

 

 

問１  

問２  

問３  

問４  

問５  

 

問１ ウ 

問２ 年周 

問３ 天球 

問４ エ 

問５ オ 

 

問１ 地球は太陽のまわりをおよそ 365 日で１回公転しているため，同じ時刻に見える星座の位置は東から西

へと一日に約１°ずつ動いていく。星座を基準として見ると，逆に太陽が西から東へ動いて行くように

見える。 

問２ 天体の年周運動は地球の公転によるもので，日周運動は地球の自転によるものである。 

問３ 実際には地球が公転面上を動いているために，天球上では太陽が動いているように見える。黄道は天球

上を動く太陽の道筋なので，地球の公転面を天球上に延長したものと同じである。 

問４ 午前０時頃に南中するのは，地球から見て太陽の反対側にある星座である。したがって，10 月に太陽と

同じ側に見えたおとめ座が，４月には太陽の反対側に見えると考えられる。 

問５ いて座は１月に太陽と同じ方向に見える星座なので，いて座が沈む方向は冬至の日に太陽が沈む方向と

ほぼ同じである。 
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【過去問 7】 

次の問１～問６に答えなさい。 

（茨城県 2018 年度） 

問１ デンプンに対するヒトのだ液のはたらきを調べるために，次のような実験を行った。次の①，②の

問いに答えなさい。 

実験 図のように４本の試験管Ａ～Ｄにそれぞれデンプン溶液

を５mL 入れ，試験管ＡとＢには水を２mL ずつ加え，試験管

ＣとＤには水でうすめただ液を２mL ずつ加えて，36℃くら

いの水に入れた。 

  10 分後に４本の試験管を取り出し，試験管ＡとＣにそれ

ぞれヨウ素液を数滴加えたところ，一方が青紫色になっ

た。また，試験管ＢとＤにそれぞれベネジクト液を数滴加

え，    ところ，一方に赤褐色の沈殿ができた。 

① 実験の     に当てはまる操作として正しいものを，次の

ア～エの中から一つ選んで，その記号を書きなさい。 

ア 沸騰石を入れて振りながら加熱した 

イ 氷水に入れて冷やした 

ウ 直射日光があたらない明るいところに２～３分間置いた 

エ 光が全くあたらないところに２～３分間置いた 

図 

 

② 実験の結果，ＡとＣのうち，青紫色に変化した試験管はどちらか。また，ＢとＤのうち，赤褐色の

沈殿ができた試験管はどちらか。それぞれ選んで，その記号を書きなさい。 

問２ 次の①，②の問いに答えなさい。 

① 体積が 17cm3 の物質の質量を電子てんびんで測定し

たところ，42.5ｇであった。この物質の密度は何ｇ/cm3

か，求めなさい。 

② 室温 20℃の理科室で，物質名のわからない金属の単

体Ａ～Ｆの体積と質量を測定した結果，図のようにな

った。 

 Ａと同じ金属であると考えられるものを，Ｂ～Ｆの

中から一つ選んで，その記号を書きなさい。 

 

図 
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問３ 図は生態系における炭素の循環を模式的に表したものである。矢印は炭素を含んだ物質の流れを示

している。Ａ～Ｃは肉食動物，草食動物，植物のいずれかである。次の①，②の問いに答えなさい。 

図  

① 図の大気中の気体Ｘを化学式で書きなさい。 

② 図の矢印あ～うが示す生物のはたらきの組み合わせとして正しいものを，次のア～エの中から一つ

選んで，その記号を書きなさい。 

 矢印あ 矢印い 矢印う 

ア 呼吸 呼吸 光合成 

イ 呼吸 光合成 光合成 

ウ 光合成 光合成 呼吸 

エ 光合成 呼吸 呼吸 

問４ 次の表は，太陽系のおもな惑星についてまとめたものである。これらの惑星のうち，地球型惑星で，

最も密度が小さいものを，表のア～オの中から一つ選んで，その記号を書きなさい。また，その地球

型惑星の名称を書きなさい。 

表 

惑星 
太陽からの距離 

〔億㎞〕 

公転周期 

〔年〕 

半径 

〔地球＝１〕 

質量 

〔地球＝１〕 

密度 

〔ｇ/cm3〕 

地球 1.50 1.00 1.00 1.00 5.5 

ア 0.58 0.24 0.38 0.055 5.4 

イ 1.08 0.62 0.95 0.82 5.2 

ウ 2.28 1.88 0.53 0.107 3.9 

エ 7.8 11.9 11.2 318 1.3 

オ 14.3 29.5 9.4 95 0.7 
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問５ 次の①，②の問いに答えなさい。 

① 抵抗に流れる電流の大きさを調べるために，図１のような回路をつくった。スイッチを入れ電流を

流したところ，電流計の示す値は図２のようになった。このとき抵抗に流れる電流の大きさは何 mA か，

書きなさい。 

図１ 図２ 

  

② 回路の各点を流れる電流の大きさを調べるために，電圧の大きさがＶ〔Ｖ〕の電池と抵抗の大きさ

がＲ〔Ω〕の抵抗を，図３，図４のようにつなぎ，電流を流した。点ア～エのうち，最も大きな電流

が流れるのはどの点か，ア～エの中から一つ選んで，その記号を書きなさい。 

図３ 図４ 

  

問６ 次の文について，次の①，②の問いに答えなさい。 

 わたしたちは，目的に合わせてエネルギーを変換させながら利用している。白熱電球では，電気エ

ネルギーの一部が光エネルギーになるが，残りのほとんどが  あ  エネルギーになってしまう。Ｌ

ＥＤ電球では，明るさが同程度の白熱電球より  あ  エネルギーに変換される量が少なく，消費電力

が小さい。 

① 文中の  あ  に当てはまる語を書きなさい。 

② 消費電力 60Ｗの白熱電球を，消費電力８ＷのＬＥＤ電球に交換すると，30 日間で消費する電力量を

何 kWh 減らせるか，求めなさい。ただし，１日の使用時間を５時間とする。 
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問１ 
①   

② 青紫色  赤褐色  

問２ 
①   ｇ/cm3 

②   

問３ 
①   

②   

問４ 
記号   

名称   

問５ 
①   mA 

②   

問６ 
①   (エネルギー) 

②   kWh 

 

問１ ① ア 

 ② 青紫色 Ａ 赤褐色 Ｄ 

問２ 
① 2.5 ｇ/cm3 

② Ｅ 

問３ 
① ＣＯ２ 

② エ 

問４ 
記号 ウ 

名称 火星 

問５ 
① 140mA 

② イ 

問６ 
① 熱 エネルギー 

② 7.8 kWh 

 

問１ ① ブドウ糖や，ブドウ糖がいくつかつながったものにベネジクト液を加えて加熱すると，赤褐色の沈

殿ができる。加熱するときは，溶液が突然沸騰することを防ぐために，沸騰石を入れる。 

② デンプン溶液に水を加えた試験管ＡとＢではデンプンが分解されずに残り，デンプン溶液に水でうす

めただ液を加えた試験管ＣとＤではデンプンが分解されてなくなりブドウ糖などができる。よって，

ヨウ素液を加えた試験管ＡとＣのうちで青紫色になったのはＡ，ベネジクト液を加えて加熱した試験

管ＢとＤのうちで赤褐色の沈殿ができたのはＤである。 

問２ ① 密度〔ｇ/cm3〕＝
物質の質量〔ｇ〕

物質の体積〔cm3〕
なので，

42.5〔ｇ〕

17〔cm3〕
＝2.5〔ｇ/cm3〕 

② 密度は物質ごとに決まっているので，密度が同じであれば同じ物質であると考えてよい。Ａの密度 

 は，
20〔ｇ〕

２〔cm3〕
＝10〔ｇ/cm3〕で，Ｅの密度も，

10〔ｇ〕

１〔cm3〕
＝10〔ｇ/cm3〕なので，ＡとＥは同じ金属で 

 あると考えられる。なお，図のように体積を横軸に，質量を縦軸にとって表す場合，原点を通る直線

の傾きは密度と同じ値になる。よって，ＡとＥが原点を通る同じ直線上にあることから，この２つの
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密度は等しく，同じ金属であるというように考えることもできる。 

問３ ① 図で，Ａ→Ｂ→Ｃのように右向きの矢印がかいてある部分は，ＡがＢに食べられ，ＢがＣに食べら

れることを表している。よって，Ａは植物，Ｂは草食動物，Ｃは肉食動物である。大気中の気体Ｘは，

Ａ，Ｂ，Ｃのすべてが呼吸によって体外に放出し，Ａの植物だけが光合成の原料として体内に吸収する

二酸化炭素である。二酸化炭素を化学式で書くと，ＣＯ２となる。 

② 矢印あは，Ａ（植物）が二酸化炭素をとり入れるはたらきなので光合成を表し，矢印いとうは，それ

ぞれＢ（草食動物）と土の中の小動物や微生物が二酸化炭素を出すはたらきなので，どちらも呼吸を

表している。 

問４ 地球型惑星とは，太陽系の中でおもに岩石からできていて密度が大きい惑星をいい，軌道が太陽に近い

ものから順に，水星，金星，地球，火星の４つである。木星型惑星とは，太陽系の中でおもに気体からで

きていて密度が小さい惑星をいい，軌道が太陽に近いものから順に，木星，土星，天王星，海王星の４

つである。したがって，表の惑星のうち，地球型惑星であるものは，地球とア，イ，ウで，これらは太陽

からの距離が近いものから順に，ア，イ，地球，ウとなるので，アが水星，イが金星，ウが火星である。

よって，地球型惑星で最も密度が小さいものは，ウの火星である。なお，エは木星，オは土星である。 

問５ ① 図２の電流計では 500mA の－端子を使っているので，右端が 500mA の目盛りで電流の大きさを読み

とると，140mA である。 

② 図３は並列回路なので，２つの抵抗にはともにＶ〔Ｖ〕の電圧がかかり，オームの法則から，  

 
Ｖ〔Ｖ〕

Ｒ〔Ω〕
＝

Ｖ
Ｒ
〔Ａ〕の電流がそれぞれの抵抗を流れる。よって，アに流れる電流の大きさは

Ｖ
Ｒ
〔Ａ〕で，

イに流れる電流の大きさは， 
Ｖ
Ｒ
〔Ａ〕＋

Ｖ
Ｒ
〔Ａ〕＝

２Ｖ
Ｒ

〔Ａ〕となる。また，図４は直列回路なので，

回路全体の抵抗は，Ｒ〔Ω〕＋Ｒ〔Ω〕＝２Ｒ〔Ω〕で，回路に流れる電流の大きさは，オームの法

則から，
Ｖ〔Ｖ〕

２Ｒ〔Ω〕
＝

Ｖ
２Ｒ

〔Ａ〕となり，ウにもエにもこの大きさの電流が流れる。ここで，アとイに

流れる電流の大きさを分母を２Ｒにそろえて表すと，それぞれ，
２Ｖ
２Ｒ

〔Ａ〕，
４Ｖ
２Ｒ

〔Ａ〕となるので，

ア～エの中で最も大きな電流が流れるのはイであることがわかる。 

問６ ① 白熱電球はＬＥＤ電球と比べてエネルギー変換効率が悪く，電気エネルギーの多くが熱エネルギー

になるので，熱が多く発生して高温になる。 

② 消費電力が，60〔Ｗ〕－８〔Ｗ〕＝52〔Ｗ〕少なくなるので，電力量を，52〔Ｗ〕×５〔ｈ〕×30＝

7800〔Wh〕減らすことができる。１kWh＝1000Wh なので，単位を kWh に変換して表すと，7800÷1000＝

7.8〔kWh〕となる。 
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【過去問 8】 

太陽について調べるために，栃木県内で次の(1)，(2)，(3)の観測を行った。 

(1) ７月８日の正午ごろ，望遠鏡に太陽投影板をとりつけ，接眼レンズと太陽投影板の距離を調節

して，太陽の像と記録用紙の円の大きさを合わせ，ピントを合わせた。記録用紙に投影された黒

点の位置や形をすばやくスケッチしたところ，図１のようになった。 

(2) 太陽の像と記録用紙の円の大き

さを合わせてからしばらくする

と，太陽の像は記録用紙の円から

ずれていった。図２のように，太陽

の像が記録用紙の円の外に完全に

出るまでの時間を測定したとこ

ろ，およそ２分であった。 

(3) 観測(1)と同様の観測を７月 11日

と７月 14 日にも行った。図３，図

４はそれぞれ，そのときのスケッ

チである。 

図１ 図２ 

  

図３ 図４ 

  

このことについて，次の問１，問２，問３，問４に答えなさい。 

（栃木県 2018 年度） 

問１ 太陽や，星座を形づくる星のように，みずから光を出す天体を何というか。 

問２ 黒点が黒く見える理由は，黒点の温度が周囲とは異なるからである。太陽の表面温度と，周囲と比

べた黒点の温度のようすの組み合わせとして正しいものはどれか。 

 太陽の表面温度 黒点の温度のようす 

ア 約 1600 万℃ 周囲と比べて高い 

イ 約 1600 万℃ 周囲と比べて低い 

ウ 約 6000℃ 周囲と比べて高い 

エ 約 6000℃ 周囲と比べて低い 

問３ 次の      内の文章は，観測(1)と観測(3)の結果と考察について述べたものである。①，②に当て

はまる語をそれぞれ書きなさい。 

図１，図３，図４で黒点の位置や形に変化が見られた。このことは，太陽の形状が（ ① ）で

あり，太陽が（ ② ）していると考えることによって説明できる。 
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問４ 右の図は地球と太陽の位置を模式的に表した

ものであり，図の中の角ｘは地球から見た太陽の

見かけの大きさを表すのに用いられる。観測(2)の

結果から求めると，この角ｘは何度となるか。た

だし，観測(2)において，太陽の像が記録用紙の円

の外に完全に出るまでの時間をちょうど２分と

する。 

 

 

問１  

問２  

問３ ①  ②  

問４   度 

 

問１ 恒星 

問２ エ 

問３ ① 球形 ② 自転 

問４ 0.5 度 

 

問１ みずから光を出す太陽のような天体を恒星といい，太陽のような恒星のまわりを公転する地球のような

天体を惑星という。 

問２ 太陽の表面温度は約 6000℃，黒点の温度は約 4000℃，太陽の中心温度は約 1600 万℃である。 

問３ 日によって黒点の位置が変化して見えるのは，太陽が自転しているためである。また，黒点の形が中央

部では円形，周辺部ではだ円形といったように変化して見えるのは，太陽が球形をしているためである。 

問４ ２分かけて地球が自転すると，その分だけ太陽の見かけの位置がずれ，像が記録用紙の円の外に完全に

出ることになる。つまり，地球が２分間に自転した角度がｘである。地球は 24 時間で 360 度自転 

 するので，１時間では 15 度自転し，２分間では，15〔度〕×
 ２〔分〕 

 60〔分〕 
＝0.5〔度〕自転する。 
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【過去問 9】 

次の問１～問８に答えなさい。 

（群馬県 2018 年度） 

問１ 次のア～エから菌類を選びなさい。 

ア ミジンコ イ アオミドロ ウ アオカビ エ 乳酸菌 

問２ 大気中の気体について，文中の①については｛  ｝内のア，イから正しいものを選び， ② に

は当てはまる語を書きなさい。 

大気中の①｛ア 酸素 イ 二酸化炭素｝やメタンなどの気体には，地表から放出される熱を吸収

し，吸収した熱の一部を地表に向けて放出するはたらきがある。このようなはたらきをもつ気体を  

 ②  ガスという。 

問３ 右の図は，安山岩をルーペで観察したときのスケッチである。拡大して

観察したところ，大きな結晶が，形がわからないほどの小さな粒の間に散

らばって見えた。このようなつくりを何というか，書きなさい。 

 

問４ 太陽系の惑星について，次の文中の  ①  ， ②  に当てはまる語の組み合わせとして正しいも

のを，ア～エから選びなさい。 

木星型惑星は，地球型惑星と比較すると， ①  で，密度は  ②  。 

ア ［ ① 小型  ② 小さい］ イ ［ ① 小型  ② 大きい］ 

ウ ［ ① 大型  ② 小さい］ エ ［ ① 大型  ② 大きい］ 

問５ 水とエタノールの混合物から，蒸留によってエタノールを取り出すとき，水とエタノールの何の違

いを利用しているか，書きなさい。 

問６ 質量パーセント濃度が 15％の硝酸カリウム水溶液を 300ｇつくるには，水何ｇに硝酸カリウム何ｇ

を溶かせばよいか，それぞれ書きなさい。 

問７ 次の文は，蛍光灯についてまとめたものである。文中の①については｛  ｝内のア～ウから正し

いものを選び， ②  には当てはまる語を書きなさい。 

蛍光灯の管内の圧力の大きさは，まわりの空気と比べて①｛ア 大きく イ 同じくらいに ウ 小

さく｝なっており，蛍光灯に大きな電圧を加えると管内に電流が流れる。このような現象を  ②  と

いう。 
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問８ 水中の物体にはたらく水圧に

ついて，最も適切に表しているも

のを，右のア～エから選びなさ

い。ただし，矢印の長さと向きは，

水圧の大きさと向きを表すもの

とする。 

ア イ ウ エ 
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問１  

問２ ①  ②  

問３  

問４  

問５  

問６ 
水 硝酸カリウム 

  

問７ ①  ②  

問８  

 

問１ ウ 

問２ ① イ ② 温室効果 

問３ 斑状組織 

問４ ウ 

問５ 沸点 

問６ 
水 硝酸カリウム 

255ｇ 45ｇ 

問７ ① ウ ② 真空放電 

問８ エ 

 

問１ 菌類なのはアオカビである。ミジンコは動物，アオミドロは植物，乳酸菌は細菌類。 

問２ 二酸化炭素やメタンなどの温室効果ガスには，熱を吸収しやすいという性質がある。 

問３ 安山岩のように，大きな結晶（斑晶）が，形がわからないほどの小さな粒（石基）の間に散らばって見える岩

石のつくりを斑状組織という。これに対し，同じくらいの大きさの結晶が組み合わさってできている岩石のつ

くりを等粒状組織という。 

問４ 表面が岩石などでできている地球型惑星（水星，金星，地球，火星）と比較して，水素やヘリウムなどが集ま

ってできている木星型惑星（木星，土星，天王星，海王星）は，大型で密度が小さい。 

問５ 水とエタノールは沸点が異なり，エタノールのほうが沸点が低いため，混合物を沸騰させると先にエタノー

ルが気体となって出てくる。 

問６ 15％の硝酸カリウム水溶液 300ｇにふくまれている硝酸カリウムは，300〔ｇ〕×0.15＝45〔ｇ〕である。よ

って，水の質量は，300〔ｇ〕－45〔ｇ〕＝255〔ｇ〕となる。 

問７ 管内の圧力を小さくして，大きな電圧を加えると，真空放電が起きて電流が流れる。 

問８ 物体を水中に深く沈めるほど，物体にはたらく水圧は大きくなる。したがって，水面より下にいくほど矢印

が長くなっているエが正解となる。 
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【過去問 10】 

次の問１～問４に答えなさい。 

（群馬県 2018 年度） 

問１ 植物のはたらきを調べるために，次の実験を行った。後の(1)～(3)の問いに答えなさい。 

［実験Ｘ］葉のついた(a)アジサイの枝を３本用意し，１本目は葉の表側にのみワセリンを塗り，２本目は裏側に

のみワセリンを塗り，３本目はワセリンを塗らなかった。これらを同量の水が入った試験管にそれぞれさ

して(b)油を１滴たらし，１日後，試験管の水の量を調べた。 

［実験Ｙ］ポリエチレンの袋に空気とアジサイの葉を入れたもの，空気のみを入れたものを用意し，それぞれの

袋の口を輪ゴムでしっかりとめた。両方を暗い場所に一晩置いた後，それぞれの袋の中の空気を石灰水の

中に通し，石灰水の色の変化を調べた。 

(1) 実験Ｘ，Ｙからわかることについて最も適切なものを，次のア～エからそれぞれ選びなさい。 

ア 植物は呼吸を行っていること。 イ 光合成で酸素がつくられること。 

ウ 吸収された水は道管を通ること。 エ 蒸散により水が吸収されること。 

(2) 実験Ｘにおいて， 

① 下線部(a)について，実験の結果を比較するために必要な，葉についての条件を，簡潔に書きなさい。 

② 下線部(b)について，油を１滴たらした理由を，簡潔に書きなさい。 

(3) 実験Ｙで，ポリエチレンの袋を暗い場所に置いた理由を，明るい場所に置いたときの植物のはたらきと気

体の出入りに着目して，簡潔に書きなさい。 

問２ 化学変化と熱の関係を調べるために，次の実験を行った。後の(1)～(3)の問いに答えなさい。 

［実 験］ 図Ⅰ 図Ⅱ 

試験管に，塩化アンモニウム１ｇと水酸化

バリウム３ｇをそれぞれ入れ，混ぜた後，水

２mLを加えた。次に，図Ⅰのように，発生し

た気体が外に出ないように，水で湿らせた脱

脂綿ですばやくふたをし，試験管内の温度を

１分ごとに測定した。図Ⅱは，測定時間と試

験管内の温度の関係を示したものである。な

お，室温は27.5℃で一定とする。 

  

(1) 実験において， 

① 発生する気体を化学式で書きなさい。 

② 脱脂綿を水で湿らせた理由を，発生した気体の性質に着目して，簡潔に書きなさい。 

(2) 次の文は，実験の結果を考察したものである。文中の①については｛   ｝内のア，イから正しいもの

を選び， ②  には当てはまる語を書きなさい。 

塩化アンモニウムと水酸化バリウムを混ぜると化学反応が起き，そのときに熱を①｛ア 周囲からうばう 

イ 周囲に出す｝ため，試験管内の温度が下がった。このような化学反応を  ②  という。やがて，試

験管内の温度は上がり始め，さらに十分な時間が経過すると，室温と等しくなった。 
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(3) 図Ⅱで，十分な時間が経過した後に試験管内の温度が室温と等しくなった理由を，簡潔に書きなさい。 

問３ 図Ⅰは，太陽と地球の位置関係を模式的に示したもので，Ａ～Ｄは，日本における春分，夏至，秋分，冬

至の，いずれかの日の地球の位置を示している。図Ⅱは，群馬県のある場所における，２月からの１年間の

日の出，日の入りの時刻の変化をグラフに表したものである。また，１年を４つの期間に分け，それぞれａ

～ｄで示した。次の(1)～(4)の問いに答えなさい。 

(1) 次の文は，地球の運動についてまとめたものである。文中の

①，②の｛  ｝内のア，イから正しいものを，それぞれ選びな

さい。 

地球を北極側から見たとき，地球の公転の向きは，①｛ア 時

計 イ 反時計｝回りであり，地球の自転の向きと②｛ア 同

じ イ 逆｝である。 

図Ⅰ 

 

(2) 地球が，図ⅠのＣの位置にある日を含むのは，図Ⅱのａ～ｄの

期間のうちどれか，選びなさい。 

(3) 図Ⅱのａ～ｄの期間のうち，すべての日において真東よりも北

寄りの地平線から太陽が昇るのはどれか，選びなさい。 

(4) 図Ⅱのように，日の出，日の入りの時刻が，１年を通して変化

する理由を，「地球の公転面」という語を用いて，簡潔に書きなさ

い。 

図Ⅱ 

 
（国立天文台ホームページにより作成） 

問４ 音の性質について調べるために，次の実験を行った。後の(1)，(2)の問いに答えなさい。 

［実験１］音が出ているおんさを水面に軽くふれさせると，激しく水しぶきが

上がった。 

［実験２］図Ⅰのような密閉容器に，音の出ている電子ブザーを入れ，容器内

の空気を抜いていくと，音が聞こえにくくなった。 

(1) 次の文は，実験１，２の結果から考察したものである。文中の     に当

てはまる文を書きなさい。 

音が出ている物体は振動しており，実験２の結果から，空気が  

        ことがわかる。 

図Ⅰ 
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(2) 実験１で，おんさから発生した音をマイクで取り込み，コンピュータの画面に

表示したところ，図Ⅱのような波形が観察された。次の①，②の問いに答えなさ

い。ただし，画面の横軸は時間，縦軸は振幅を表し，軸の１目盛りは，図Ⅱ，図

Ⅲ，次のア～エにおいて，すべて等しいものとする。 

図Ⅱ 

 

① 実験１で用いたおんさを，実験１でたたいた強さよりさらに強くたたいたと

き，観察される波形として適切なものを，次のア～エから選びなさい。 

ア イ ウ エ 

    

図Ⅲ 

 

② 別のおんさをたたいたところ，図Ⅲのような波形が観察された。このおんさの振動数はいくらか，書き

なさい。ただし，実験１で用いたおんさの振動数を 400Hzとする。 

 

問１ 

(1) 
実験Ｘ 実験Ｙ 

  

(2) 

①  

②  

(3)  

問２ 

(1) 

①  

②  

(2) ①  ②  

(3)  

問３ 

(1) ①  ②  

(2)  

(3)  

(4)  

問４ 
(1)  

(2) ①  ②  
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問１ 

(1) 
実験Ｘ 実験Ｙ 

エ ア 

(2) 

① 
例 

葉の大きさと枚数が，３本ともほぼ同じであること。 

② 
例 

水面から水が蒸発するのを防ぐため。 

(3) 

例 

明るい場所に置くと，呼吸によって放出された二酸化炭素が光合成によ

って吸収されてしまうから。 

問２ 

(1) 

① ＮＨ３ 

② 
例 

発生した気体は，水に溶けやすいから。 

(2) ① ア ② 吸熱反応 

(3) 
例 

化学反応が終わり，熱の移動により試験管内の温度が上がったから。 

問３ 

(1) ① イ ② ア 

(2) ｄ 

(3) ｂ 

(4) 
例 

地軸が地球の公転面に対して傾いているから。 

問４ 
(1) 例  音を伝えている 

(2) ① ウ ② 300Hz 

 

問１ (1) 実験Ｘでは，アジサイの枝をさした試験管の水の量が減るので，蒸散により水が吸収されることがわか

る。実験Ｙでは，アジサイの葉を入れた袋の中の空気が石灰水と反応し，石灰水が白くにごるので，植物が呼

吸を行って二酸化炭素を放出していることがわかる。 

(2) ① 葉の表面積がほぼ同じになるようにして実験をする必要があるので，葉の大きさと枚数がほぼ同じで

ある枝を用意する。 

 ② 油を１滴たらすことで水面に油の層ができるので，水面から水が蒸発するのを防ぐことができる。 

(3) 植物はつねに呼吸を行っているが，光が当たるとそれに加えて光合成を行い，二酸化炭素を吸収してしま

う。そのため，呼吸によって放出された二酸化炭素について調べるためには，同時に光合成が行われないよ

うに暗い場所に置く必要がある。 

問２ (1) ① 塩化アンモニウムと水酸化バリウムを混ぜて水を加えるとアンモニア（NH3）が発生する。 

 ② アンモニアは水に溶けやすいので，湿らせた脱脂綿でふたをするとほぼ外に出ていかなくなる。 

(2) 吸熱反応が起きると，周囲から熱をうばうため，温度が下がる。 

(3) 反応が終わった後，十分な時間が経過すると，試験管の外から熱が移動し，試験管内の温度は室温と等し

くなる。 

問３ (1) 北極側から見たとき，地球の自転の向きと公転の向きはいずれも反時計回りである。 

(2) 北半球が太陽側に傾いているＡが夏至なので，反対側のＣは冬至である。公転の向きは北極側からみて反時

計回りなので，Ｂが秋分，Ｄが春分である。北半球では，冬至で最も日の出が遅く，日の入りが早くなり，太

陽の出ている時間は短くなるので，ｄがあてはまる。 

(3) 真東よりも北寄りの地平線から太陽が昇ると，太陽は空の高い位置を通り，真西よりも北寄りの地平線に

沈む。このとき，日の出の時刻は早く，日の入りの時刻は遅くなり，太陽が出ている時間は長くなるので，

ｂがあてはまる。 
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(4) 地軸が地球の公転面の垂直な方向に対して，約 23.4°傾いているため，地球が太陽のまわりを１年かけて

１周する間に，日の出と日の入りの時刻は変化していく。 

問４ (1) 物体が振動し，その振動が空気によって伝わることで，音は伝わっていく。このため，密閉容器に音源を

入れて空気を抜いていくと，音は聞こえにくくなっていく。 

(2) ① 同じ音さを強くたたくと，高さは同じで大きさはより大きい音が出る。これを波形で表すと，振動数は

同じで振幅が大きい音になる。よって，ウがあてはまる。アは振動数が同じで振幅が小さい音，イは振動数

が少なく振幅が同じ音，エは振動数が少なく振幅が大きい音である。 

 ② 図Ⅱの波形では，横軸の１目盛りごとに波が１回振動していることがわかる。これが 400Hz であること

から，１目盛りの時間の長さは，１÷400〔Hz〕＝0.0025〔ｓ〕とわかる。図Ⅲの波形では，横軸で４目盛

りの間に３回振動しているので，0.0025〔ｓ〕×４＝0.01〔ｓ〕の間に３回振動していることになる。振動

数は１秒間に振動する回数であるから，３÷0.01〔ｓ〕＝300〔Hz〕と求められる。 
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【過去問 11】 

Ｓさんは，埼玉県内で，月と金星の観察をしました。また，月と金星の見え方や動き方の変化について調べま

した。問１～問５に答えなさい。 

（埼玉県 2018 年度） 

観察 

１月 31日，２月１日，２月２日の 18時 00分に，月と金

星を観察した。 

図１は，そのスケッチである。なお，金星は位置のみを示

した。 

 

図１ 

 

調べてわかったこと 

１ 図２は，地球が公転をしていることは考えないものと

して，北極側から見た地球と月と，月の公転軌道を模式

的に表したものである。図２の月の公転軌道上に月を記

入して考えると，月は，地球から見て満ち欠けをしてい

ることがわかった。 

 

図２ 

 

２ 図３は，２月２日の北極側から見た地球，太陽，金星の

位置と，地球と金星の公転軌道を模式的に表したもので

ある。図３の金星の公転軌道上に金星を記入して考える

と，金星は，地球から見て満ち欠けをしていることがわ

かった。また，金星の見かけの大きさは変化することが

わかった。 

図３ 

 

３ 満月の月が南中してから次に満月の月が南中するまでの日数が，約 30 日かかることがわかった。ま

た，金星が太陽のまわりを１周するのに，約 225日かかることがわかった。 

問１ 月のように，惑星のまわりを回る天体を何といいますか。その名称を書きなさい。 
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問２ 観察の図１で，２月２日に見えた月は図１のＸ，Ｙ，Ｚのどれですか。最も適切なものを一つ選び，その

記号を書きなさい。また，観察した３日間の月は，調べてわかったことの１の図２の月の公転軌道上のＡ，

Ｂ，Ｃ，Ｄの４つの範囲のどこにありますか。最も適切なものを，Ａ～Ｄの中から一つ選び，その記号を書

きなさい。 

問３ 調べてわかったことの２の図３から，２月２日の金星の見かけの形はどのような形ですか。最も適切なも

のを，次のア～エの中から一つ選び，その記号を書きなさい。 

ア  イ  ウ  エ  

問４ 調べてわかったことの２について，金星の見かけの大きさが変化する理由を書きなさい。 

問５ Ｓさんは，ある日から 45日後の月と金星を観察しようと次のように考えました。Ｓさんの考えをもとに，

下の(1)，(2)に答えなさい。 

Ｓさんの考え 

図４は，ある日の北極側から見た地球，月，金星，太

陽の位置と，45日後の地球の位置を模式的に表したも

のです。 

予想を立てやすくするために，45日後の地球の位置

はある日の地球の位置から 45°移動したものとしま

す。また，45日後の月と金星の位置については，調べ

てわかったことの３をもとに，満月から次の満月まで

の日数を 30日，金星の公転周期を 225日として考えま

す。 

図４ 

 

(1) 45 日後の金星は，いつごろどの方角の空に見えますか。最も適切なものを，次のア～エの中から一つ選

び，その記号を書きなさい。 

ア 明け方の東の空に見える。 イ 明け方の西の空に見える。 

ウ タ方の東の空に見える。 エ タ方の西の空に見える。 

(2) 45 日後の地球から見た月の見え方として最も適切なものを，次のア～エの中から一つ選び，その記号を

書きなさい。 

ア 新月 イ 上弦の月 ウ 満月 エ 下弦の月 
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問１  

問２ 
見えた月   

範囲   

問３  

問４  

問５ 
(1)   

(2)   

 

問１ 衛星 

問２ 
見えた月 Ｘ 

範囲 Ｄ 

問３ エ 

問４ 
例 

地球と金星の距離が変化するから。 

問５ 
(1) エ 

(2) イ 

 

問１ 惑星のまわりを回る天体を衛星という。天体によって回っている衛星の数も形もさまざまである。 

問２ 同じ場所，同じ時刻に観察したとき，月は西から東へと位置を変えていくので，Ｚが１月 31 日，Ｙが２月

１日，Ｘが２月２日であると考えられる。 

 図２は地球の北極側から見ているので，地球は反時計回りに自転している。図１の観察時刻は夕方，南西

の空なので，月がある範囲はＤであると考えられる。 

問３ 太陽－金星－地球を右の図のように直線で結んだとき，間

にできる角Ｘの大きさが 90°になるときに，地球から見た

金星は半分だけ光って見える。金星がこの位置から地球側に

近づくほど，金星の欠け方は大きくなるため，金星の形はエ

である。 

問４ 地球と金星の距離が変化するため，地球から見た金星の見

かけの大きさは，金星の位置が地球に近くなるほど大きく見

える。 

問５ (1) 金星の公転周期は 225日（225日で 360°動く）なので，

45日では，360×
45

 225 
 ＝72 より，72°動くことになる。

図４より，45日後の地球から太陽を見たとき，  

 金星は太陽の左側に位置する。よって，45日後の地球から見える金星は，夕方，西の空に見られる。なお，

内惑星である金星には，イやウのような見え方はない。 

(2) 満月から満月は 30 日だから 45 日後は，月は地球を１周半することになる。図４の月の位置が 180°動い

た位置は，上弦の月となる。 
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【過去問 12】 

Ｓさんは，太陽の表面を調べるため，図１のように天体望遠鏡に太陽
とう

投
えい

影板をとりつけ，ある年の 10 月 22，

24，26日に観察を行いました。これに関する先生との会話文を読んで，あとの問１～問３に答えなさい。 

（千葉県 2018 年度 後期） 

Ｓさん：投影板に映る太陽のようすを２日おきに同じ時刻に

観察し，スケッチしました。それが図２～４です。

スケッチした
はん

斑
てん

点は，黒点ですよね。 

先 生：そうです。太陽の表面温度は約  ｘ  ℃ですが，

黒点の温度はそれより  ｙ  ため，黒く見えてい

ます。 

Ｓさん：図２～４からわかるように，ａ日がたつにつれて，黒

点の位置が移動していくようすが確認できました。 

図１ 

 

図２ 図３ 図４ 

   

先 生：よくスケッチできています。スケッチする際，何か苦労したことはありますか。 

Ｓさん：はい。ｂスケッチ中に太陽の像がずれて動き，投影板から外れていくので，苦労しまし

た。図２～４では，それぞれ太陽の像が動いていく方向を西としています。 

先 生：がんばりましたね。黒点以外にも，太陽の表面ではさまざまな現象が起こっています。太

陽について，もっと調べてみましょう。 

問１ 太陽のように，自ら光を出している天体を何というか。その名称を書きなさい。 

問２ 黒点が黒く見える理由について，会話文中の  ｘ  ， ｙ  にあてはまるものの組み合わせとして最

も適当なものを，次のア～エのうちから一つ選び，その符号を書きなさい。 

ア ｘ：4000 ｙ：高 い 

イ ｘ：4000 ｙ：低 い 

ウ ｘ：6000 ｙ：高 い 

エ ｘ：6000 ｙ：低 い 
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問３ 会話文中の下線部ａ，ｂについて，黒点の位置や太陽の像がこのように移動していくおもな理由は何か。

次のア～エのうちから最も適当なものをそれぞれ一つずつ選び，その符号を書きなさい。 

ア 太陽が自転しているため。 

イ 太陽が公転しているため。 

ウ 地球が自転しているため。 

エ 地球が公転しているため。 

 

問１  

問２  

問３ ａ  ｂ  

 

問１ 恒星 

問２ エ 

問３ ａ ア ｂ ウ 

 

問１ 太陽のように，自ら光を出している天体を恒星という。また，恒星のまわりを公転している地球のような天

体を惑星という。 

問２ 黒点は周囲よりも温度が低くなっているために黒く見える。太陽の表面温度は約 6000℃で，黒点は約 4000℃

である。 

問３ 太陽が自転しているため，太陽の表面にある黒点の位置は時間がたつにつれて移動していく。また，地球が

自転しているため，時間がたつにつれて地球上から見た太陽の位置は移動していき，投影板を使ってうつした

太陽の像もずれて動く。 
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【過去問 13】 

次の各問に答えよ。 

（東京都 2018 年度） 

問１ ヒキガエルの体をつくる細胞の染色体の数は22本であ

る。図１は，ヒキガエルの受精卵が細胞分裂をする様子を

観察したスケッチである。細胞が４個になったときの胚

の細胞１個にある染色体の数として適切なのは，次のう

ちではどれか。 

図１ 

 

ア 11本 イ 22本 ウ 44本 エ 88本 

問２ ある地点で投影板を取り付けた天体望遠鏡を使い太陽を観察しスケッチしたところ，黒点は図２のよう

であった。同じ地点で同様に太陽を観察しスケッチしたところ，図２で観察した黒点が，３日後には図３の

ように移動し，６日後には図４のように移動していた。観察から分かる太陽の運動と，太陽のように自ら光

を放つ天体の名称を組み合わせたものとして適切なのは，次の表のア～エのうちではどれか。 

  観察から分かる
太陽の運動 

太陽のように自ら光
を放つ天体の名称 

図２ 図３ 図４ 

   

 ア 自転 恒星 

 イ 公転 恒星 

 ウ 自転 惑星 

 エ 公転 惑星 

問３ 図５のように，電球，焦点距離が 10cmの凸レンズ，スクリーンを，光学台に一直線上に置いた。電球と

凸レンズの間の距離が 15cm，凸レンズとスクリーンの間の距離が 30cmになるように固定したとき，スクリ

ーンにはっきりと像が映った。 

 スクリーンに映った像を電球の実物と比べたとき，像の見え方と，像の大きさを組み合わせたものとして

適切なのは，次の表のア～エのうちではどれか。 

  像の見え方 像の大きさ 図５ 

 

 ア 上下同じ向き 実物より小さい。 

 イ 上下同じ向き 実物より大きい。 

 ウ 上下逆向き 実物より小さい。 

 エ 上下逆向き 実物より大きい。 
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問４ 表１は，水 100ｇにミョウバンを溶かして飽和水溶液にしたと

きの溶けたミョウバンの質量を示したものである。60℃の水 100

ｇにミョウバン 50ｇを溶かした。この水溶液を冷やしていくと，

溶けていたミョウバンが結晶として出てきた。水溶液の温度が

20℃になったとき，出てくる結晶の質量として適切なのは，次の

うちではどれか。 

表１  

水の温度 

〔℃〕 

ミョウバンの 

質量〔ｇ〕 

20 11.4 

60 57.4 

  

ア 11.4ｇ イ 38.6ｇ ウ 46.0ｇ エ 50.0ｇ 

問５ 水平な台の上で一直線上を運動している力学台車の運動を，１秒間に 50回打点する記録タイマーを用い

て記録したところ，図６のようになった。図６の記録テープに位置Ａと位置Ｂを付け，位置Ａから位置Ｂま

での間隔を測定したところ５cm であった。記録した位置Ａから位置Ｂまでの力学台車の運動と，平均の速

さを組み合わせたものとして適切なのは，次の表のア～エのうちではどれか。 

 力学台車の運動 
平均の速さ 

〔ｍ/ｓ〕 
図６ 

 

ア 速さが一定の割合で増える直線運動 ５ 

イ 速さが一定の直線運動 ５ 

ウ 速さが一定の割合で増える直線運動 0.5 

エ 速さが一定の直線運動 0.5 

   

問６ 炭酸水素ナトリウムを加熱する実験を安全に行うための装置の組み立て方を次のＡ，Ｂから一つ，加熱し

たときにスタンドに固定した試験管内に発生する液体が水であることを調べるために使う指示薬を次のＣ，

Ｄから一つ，それぞれ選び，組み合わせたものとして適切なのは，ア～エのうちではどれか。 

Ａ Ｂ Ｃ 塩化コバルト紙 

  

Ｄ リトマス紙 

ア Ａ，Ｃ イ Ａ，Ｄ ウ Ｂ，Ｃ エ Ｂ，Ｄ 

問７ 音の振動は，鼓膜でとらえられ，信号として神経を通って，脳に伝わる。音などの刺激を信号として脳に

伝える神経の名称と，脳や脊髄からなる神経の名称を組み合わせたものとして適切なのは，次の表のア～エ

のうちではどれか。 

 音などの刺激を信号として脳に伝える 

神経の名称 
脳や脊髄からなる神経の名称 

ア 運動神経 中枢神経 

イ 運動神経 末梢神経 

ウ 感覚神経 中枢神経 

エ 感覚神経 末梢神経 
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問１        

問２        

問３        

問４        

問５        

問６        

問７        

 

問１ イ 

問２ ア 

問３ エ 

問４ イ 

問５ エ 

問６ ア 

問７ ウ 

 

問１ 多細胞生物の体をつくる細胞が細胞分裂をするとき，染色体は複製されて，同じものが２本ずつある状態に

なる。その後，それぞれが分裂後の２個の細胞に分けられるので，分裂後の細胞１個にある染色体の数は，も

との細胞の染色体の数と同じになる。 

問２ 図２～図４で黒点の位置がしだいに変化したのは，太陽が，中心を通る線を軸として自ら回転しているから

である。天体のこのような運動を自転という。また，太陽のように自ら光を放つ天体を恒星という。なお，惑

星とは，恒星の周りを回っている天体のうち，自ら光を放つことがなく，ある程度の質量と大きさをもってい

るものをいう。 

問３ 物体と凸レンズの間の距離が焦点距離の２倍のとき，凸レンズをはさんで反対側の焦点距離の２倍の位置に

スクリーンを置くと，スクリーンには物体と同じ大きさの実像が映る。物体と凸レンズの間の距離を焦点距離

の２倍よりも大きくしていくと，実像の映る位置は焦点に近づいていき，実像の大きさは物体よりも小さくな

っていく。また，物体と凸レンズの間の距離を焦点距離の２倍よりも小さくしていくと，実像の映る位置は焦

点距離の２倍の位置から遠ざかっていき，実像の大きさは物体よりも大きくなっていく。物体と凸レンズの間

の距離が焦点距離以下である場合は，スクリーンをどの位置に動かしても実像は映らない。図５では，凸レン

ズの焦点距離が 10cm なので，焦点距離の２倍は 20cm となる。電球は 15cm の位置にあり，これは焦点距離の

２倍の位置と焦点の間なので，実像は実物よりも大きい。また，実像の見え方は，どのような場合でも物体と

上下逆向きである。 

問４ 表１から，60℃の水 100ｇにミョウバン 50ｇはすべて溶ける。この水溶液の温度が 20℃になったとき，ミョ

ウバンは 11.4ｇまでしか溶けなくなるので，50.0－11.4＝38.6〔ｇ〕のミョウバンが結晶として出てくる。 

問５ 図６の位置Ａから位置Ｂまでの打点の間隔は一定であるので，台の上で一直線上を運動している力学台車の

速さは一定である。このような，速さが一定の直線運動のことを，等速直線運動という。 

 また，位置Ａから位置Ｂまでは５cm（＝0.05ｍ）で，これは５回分の打点にあたり，この記録タイ 

 マーが５回打点するには，
１

 50 
×５＝

１

 10 
＝0.1〔ｓ〕の時間がかかるので，このときの力学台車の平均 

 の速さは，0.05〔ｍ〕÷0.1〔ｓ〕＝0.5〔ｍ/ｓ〕である。 

問６ 炭酸水素ナトリウムを加熱すると，炭酸ナトリウム，水，二酸化炭素の三つの物質に分解する。このとき発

生する水は試験管の口付近に水滴となってつくが，これが加熱部分に流れると試験管が割れるおそれがあるの
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で，Ａのように試験管の口を加熱部よりも下げておく。また，青色の塩化コバルト紙に水をつけると，塩化コ

バルト紙は赤色（桃色）に変化するので，これによって液体が水であることを確かめることができる。 

問７ 耳や目などの感覚器官からの刺激を信号として脳や脊髄へ伝える神経を感覚神経といい，脳や脊髄からの命

令を信号として腕などの運動器官へ伝える神経を運動神経という。また，脳や脊髄からなる神経をまとめて中

枢神経といい，中枢神経から出て枝分かれし，全身に広がっている神経を，末梢神経という。 
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【過去問 14】 

次の各問いに答えなさい。 

（神奈川県 2018 年度） 

問１ 右の図は，地震計について模式的に示したものである。地震計が

地震のゆれを記録できる理由を述べたものとして最も適するもの

を次の１～４の中から一つ選び，その番号を答えなさい。 

１ おもりも記録紙も地震のゆれとともに動くため。 

２ おもりも記録紙も地震のゆれに対してほとんど動かないため。 

３ おもりは地震のゆれとともに動くが，記録紙はほとんど動かな

いため。 

４ 記録紙は地震のゆれとともに動くが，おもりはほとんど動かな

いため。 

 

問２ 次の      の中のａ～ｄは，Ｋさんが観察した
たい

堆
せき

積
がん

岩Ｗ，Ｘ，Ｙ，Ｚについてのメモである。堆積岩

Ｗ，Ｘ，Ｙ，Ｚとして考えられるものの組み合わせとして最も適するものをあとの１～６の中から一つ選び，

その番号を答えなさい。 

ａ 堆積岩Ｗ，Ｘの中には２～10㎜ほどの大きさの粒が含まれていた。 

ｂ 堆積岩Ｘの粒を観察すると，火山噴出物のかけらが含まれていた。 

ｃ 堆積岩Ｚは，２㎜よりも小さい，丸みをおびた粒でできていた。 

ｄ 堆積岩Ｗ，Ｘ，Ｙ，Ｚにうすい塩酸をかけたところ，堆積岩Ｙのみが激しく反応した。 

１ Ｗ 砂岩 Ｘ 石灰岩 Ｙ チャート Ｚ れき岩 

２ Ｗ れき岩 Ｘ 石灰岩 Ｙ 凝灰岩 Ｚ 砂岩 

３ Ｗ 砂岩 Ｘ 凝灰岩 Ｙ 石灰岩 Ｚ れき岩 

４ Ｗ れき岩 Ｘ 凝灰岩 Ｙ チャート Ｚ 砂岩 

５ Ｗ 砂岩 Ｘ 石灰岩 Ｙ 凝灰岩 Ｚ れき岩 

６ Ｗ れき岩 Ｘ 凝灰岩 Ｙ 石灰岩 Ｚ 砂岩 
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問３ 右の図のような透明半球を用いて，神奈川県で春分

の日に，太陽の位置を９時から 15時まで１時間ごとに

記録した。さらに，透明半球上の記録した点をなめらか

な線で結び，厚紙と交わるまで延長した。同様の観測

を，緯度の異なる沖縄県で春分の日に行ったとき，透明

半球上の線は神奈川県と比べてどのようになると考え

られるか。次の(ⅰ)，(ⅱ)について最も適するものをあと

の１～３の中からそれぞれ一つ選び，その番号を答え

なさい。 

 

(ⅰ) 透明半球上の線が厚紙と交わる位置 

１ 神奈川県より北側になる。 

２ 神奈川県より南側になる。 

３ 神奈川県と変わらない。 

(ⅱ) 透明半球上の線の最も高い位置 

１ 神奈川県よりも高くなる。 

２ 神奈川県よりも低くなる。 

３ 神奈川県と変わらない。 

 

問１ ①  ②  ③  ④ 

問２ ①  ②  ③  ④  ⑤  ⑥ 

問３ 
(ⅰ) ①  ②  ③ 

(ⅱ) ①  ②  ③ 

 

問１ ４ 

問２ ６ 

問３ 
(ⅰ) ３ 

(ⅱ) １ 

 

問１ 地震が起こると，地震計全体が記録紙とともに動くが，ばねでつるされているおもりはほとんど動かない。

これによって，地震の大きさを記録することができる。 

問２ れき岩は，岩石をつくる粒の大きさが２mm以上，砂岩は２mm～
1

16
mm，泥岩は

1

16
mm以下の堆積岩で，  

 粒は丸みをおびている。よって，堆積岩Ｗはれき岩，Ｚは砂岩または泥岩だが，泥岩は選択肢にない。火山噴

出物を含んでいる堆積岩Ｘは凝灰岩である。また，うすい塩酸をかけると反応して気体が発生する堆積岩Ｙは

石灰岩である。 

問３ 透明半球上の線が厚紙と交わる位置は，太陽がのぼる方角としずむ方角を示している。春分の日は，観測地

点の緯度に関係なく太陽は真東からのぼり，真西にしずむ。よって，神奈川県でも沖縄県でも透明半球上の線

が厚紙と交わる位置は同じになる。透明半球上の線の最も高い位置は，太陽の南中する位置を示している。北

半球では緯度が低いほど南中高度が高くなるので，沖縄県では神奈川県よりも高くなる。 

 



13 地球と宇宙(中３) 天体の運動・季節の変化・惑星ほか 2018 年度 

44 

【過去問 15】 

ある中学校の科学部では，理科の授業で興味をもった内容について，班に分かれて調べ，それぞれレポートを

作成した。次の資料は各班のレポートの一部である。これらの資料を見て，あとの問１，問２に答えなさい。 

（新潟県 2018 年度） 

Ａ班の資料 

 図１ 図２ 

  

 

月に興味をもったので，月の動きについて調べたり，月面での実験を考えたりした。 

図１は，地球の北極側から見たときの太陽，地球，月の位置関係を模式的に表したものである。月の表面

の半分には太陽の光が当たっているが，月は地球のまわりを公転しているため，地球からは，光っている部

分の見え方が変化する。 

月面において，図２のように，ひもでつり下げた棒の中央から 20cmのところに，フックをつけた質量 600

ｇのおもりを糸でつるし，そのおもりと反対側で，棒の中央から 10cmのところにフックをつけた別のおも

りをばねでつるした。ばねでつるすおもりをかえてａ棒を水平にするという実験を考えた。 

Ｂ班の資料 

 
図３ 図４ 

  
 

呼吸に興味をもったので，人間の肺のつくりなどについて調べた。 

図３は，人間の肺，ｂろっ骨とその間をつなぐ筋肉，横隔膜などを模式的に表したものである。 

鼻や口から吸いこまれた空気は，気管を通って肺に入る。気管は，枝分かれして気管支となり，その先に

は図４のように，ｃ肺胞という小さなふくろがたくさんあり，外側には毛細血管が網のように取りまいてい

る。肺胞まで送られた空気中の酸素の一部は，肺胞のまわりにある毛細血管の血液に取りこまれ，血液中の

ｄ二酸化炭素は，肺胞の中に排出される。ｅ血液に取りこまれた酸素は，全身の細胞へと運ばれ，そのｆ酸

素は細胞が養分からエネルギーを取り出すときに使われる。 
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問１ Ａ班の資料について，次の①～③の問いに答えなさい。 

① 新月のときの月の位置として，最も適当なものを，図１中のア～エから一つ選び，その符号を書きなさい。 

② 太陽，地球，月の順に並び，月が地球の影に入る現象を何というか。その用語を書きなさい。 

③ 下線部分ａについて，棒が水平になるとき，ばねでつるしたおもりの質量は何ｇと考えられるか。また，

そのとき，ばねは何 cmのびると考えられるか。それぞれ求めなさい，ただし，地球上で質量 100ｇの物体に

はたらく重力を１Ｎとし，月面上の重力の大きさは，地球上の６分の１であるものとする。また，棒，フッ

ク，糸，ばねの質量は無視できるものとし，このばねは，１Ｎの力で引くと 3.0cmのび，ばねののびは，ば

ねに加わる力の大きさに比例するものとする。 

問２ Ｂ班の資料について，次の①～⑤の問いに答えなさい。 

① 下線部分ｂについて，肺に空気が入ったり，肺から空気が出たりするときの，ろっ骨とその間をつなぐ筋

肉，横隔膜の役割を書きなさい。 

② 下線部分ｃについて，肺胞がこのようなつくりになっているのはなぜか。その理由を，「表面積」という

語句を用いて書きなさい。 

③ 下線部分ｄについて，この気体と同じ気体を発生させる方法として，最も適当なものを，次のア～オから

一つ選び，その符号を書きなさい。 

ア 二酸化マンガンにオキシドールを加える。 

イ 亜鉛にうすい硫酸を加える。 

ウ ベーキングパウダーを弱火で加熱する。 

エ 塩化アンモニウムと水酸化カルシウムの混合物を加熱する。 

オ 塩化銅水溶液を電気分解する。 

④ 下線部分ｅについて，酸素と結びついたり，酸素をはなしたりする性質があるヘモグロビンを含む血液の

成分は何か。その名称を書きなさい。 

⑤ 下線部分ｆについて，次のア～エのうち，細胞がエネルギーを取り出すとき，生成される物質はどれか。

最も適当なものを一つ選び，その符号を書きなさい。 

ア 水 イ 水素 ウ ヘリウム エ 塩化ナトリウム 
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問１ 

①  

②  

③ 
おもりの質量   ｇ 

ばねののび   cm 

問２ 

①  

②  

③  

④  

⑤  

 

問１ 

① エ 

② 月食 

③ 
おもりの質量 1200 ｇ 

ばねののび 6.0 cm 

問２ 

① 

例 

ろっ骨とその間をつなぐ筋肉や横隔膜などに囲まれた胸の空間を，広げた

り狭めたりすること。 

② 
例 

空気と接する表面積が大きくなるから。 

③ ウ 

④ 赤血球 

⑤ ア 

 

問１ ① 新月とは，月が図１のエのように太陽の方向にあって，地球からは太陽の光が当たっている面が見えず，

見ることができないときの月をいう。 

② 太陽，地球，月の順に一直線上に並び，月が地球の影に入って，月の一部または全部がかくされる現象を，

月食という。 

③ 図２のてこがつり合って棒が水平になるとき，地球上であっても，月面上であっても，左右のうでで，

「おもりにはたらく重力」×「ひもでつるした支点からおもりまでの距離」の値が等しくなる。月面上の重

力の大きさは地球上の６分の１なので，左側のうでにつるした 600ｇのおもりにはたらく 

 重力の大きさは，600÷100×
１

 ６ 
＝１〔Ｎ〕である。右側のうでにつるしたおもりにはたらく重力の 

 大きさを xＮとすると，１〔Ｎ〕×0.2〔ｍ〕＝x〔Ｎ〕×0.1〔ｍ〕より，x＝２〔Ｎ〕となる。２Ｎの重力

がはたらくおもりの質量は，地球上では，100〔ｇ〕×２＝200〔ｇ〕だが，月面上では重力の 

 大きさが
１

 ６ 
だから，このおもりの質量は，200ｇの６倍の，200〔ｇ〕×６＝1200〔ｇ〕と考えられる。 
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  また，１Ｎの力で引くと 3.0cmのびるばねにおもりをつるして，月面上で実際に２Ｎの力で引いているの

で，ばねののびは，3.0〔cm〕×２＝6.0〔cm〕である。 

問２ ① 肺は，ろっ骨とその間をつなぐ筋肉と横隔膜に囲まれた空間（胸こう）の中にある。肺自体は動くことが

できないので，呼吸を行うときは，これらの筋肉を縮めたりゆるませたりすることで，胸の空間を広げたり狭

めたりして肺の大きさを変化させ，肺に空気を入れたり出したりしている。 

② 肺は肺胞という非常に小さいふくろがたくさん集まってできている。このつくりがあると，空気と接する

表面積が大きくなるので，呼吸（酸素と二酸化炭素の交換）を効率よく行うことができる。 

③ ウのように，ベーキングパウダーを加熱すると，おもな成分である炭酸水素ナトリウムが熱分解して，炭

酸ナトリウム，水，二酸化炭素ができる。なお，アでは酸素，イでは水素，エではアンモニア，オでは塩素

がそれぞれ発生する。 

④ 血液の成分には，固体である赤血球，白血球，血小板と，液体である血しょうがある。このうち，ヘモグ

ロビンを含み，全身に酸素を運ぶはたらきをもつ成分は，赤血球である。 

⑤ 細胞は，細胞外から養分と酸素を取り入れ，これらを結びつけてエネルギーを取り出している。このとき

につくられる二酸化炭素と水などは，細胞外に排出される。このはたらきを細胞呼吸（細胞の呼吸，内呼吸）

という。 
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【過去問 16】 

地球の運動と天体の動きについて，あとの問いに答えなさい。 

（富山県 2018 年度） 

Ⅰ 図１は，公転軌道上の地球と太陽および星座の位置関係を模式

的に示したものである。Ａ～Ｄは，日本における春分，夏至，

秋分，冬至のいずれかの日の地球の位置を表している。 

問１ 地球がＡの位置にあるとき，日本において日没後，さそり

座が見え始めるのはどの方位か。次のア～エから１つ選び，

記号で答えなさい。 

ア 東 イ 西 ウ 南 エ 北 

図１ 

 

問２ 地球がＢの位置にあるとき，地球から，しし座を見ることができない。この理由を「方向」ということ

ばを使って簡単に書きなさい。 

問３ 図２は，地球が図１のＡの位置にあるとき，富山県の北緯

36.4°の地点Ｐにおける太陽光のようすを表したものである。

この日の太陽の南中高度は何度か，求めなさい。ただし，地球

の地軸は地球が公転している平面（公転面）に対して垂直な方

向から 23.4°傾いているものとする。 

図２ 

 

Ⅱ 富山県で，問３と同じ日に太陽の１日の動きを観察し，太陽の動きを調べた。 

〈観察〉 

㋐ 図３のように，厚紙の上に透明半球を固定し，サインペンの

先のかげが，円の中心にくるようにして，９時から 15時まで

の間，１時間ごとに太陽の位置を透明半球に記録し，その時刻

を記入した。 

㋑ 印をつけた点をなめらかな線で結び，太陽の軌跡をかいた。 

㋒ 太陽の軌跡が透明半球のふちと交わる点をそれぞれ，Ｘ，Ｙ

とした。 

図３ 

 

㋓ 軌跡に紙テープを当て，印と時刻を写しとり，定規で印と印の間隔をはかった。 

問４ Ｘから９時の印までの間隔は９cmで，ＸからＹまでの間隔は 29.5cmであった。この日の日の出の時刻が

４時 30分であったとすると，日の入りの時刻は何時何分になるか，求めなさい。 
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問５ 問３から３か月後，富山県で同じように太陽の軌跡をか

き，透明半球を東側の真横から見ると，軌跡が図４のような

線になった。この日に赤道上の場所で太陽の１日の動きを記

録すると，軌跡はどのようになるか。東側の真横から見たよ

うすを線でかき入れなさい。 

図４ 

 
 

問１  

問２  

問３   度 

問４ 時     分 

問５ 

 

 

問１ ア 

問２ 
太陽と同じ方向にあるから 

など 

問３ 77 度 

問４ 19 時  15 分 

問５ 

 

 

問１ Ａの位置では，さそり座は夕方に東からのぼり，真夜中に南中し，朝方に西にしずむ。 

問２ 地球から見て，太陽と同じ方向にある星座は見えない。太陽の反対側にある星座は，真夜中に南中する。 

問３ 地軸の傾きから，Ａは夏至，Ｂは秋分，Ｃは冬至，Ｄは春分の日の地球である。夏至の日の南中高度は，90°

－(緯度－23.4°)で求められるので，90°－(36.4°－23.4°)＝77° 

問４ Ｘ（４時 30 分）と９時の時刻の差は４時間 30 分（270 分）で，間隔は９cm である。ＸとＹの時刻の差を x

分，間隔を 29.5cmとすると，270：9＝x：29.5，x＝885〔分〕である。４時 30分の 885分後（14時間 45分後）

は，19時 15分である。 

問５ Ａの夏至の日の３か月後（Ｂ）は，秋分の日である。秋分の日の赤道上の場所での太陽は，真東からのぼり

天頂を通り真西にしずむ。 
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【過去問 17】 

天体について，以下の各問に答えなさい。 

（石川県 2018 年度） 

問１ 天球上のすべての天体が，地球の自転によって１日に１回，地球のまわりを回るように見える見かけの動

きを何というか，書きなさい。 

問２ 太陽系の惑星について正しく述べたものはどれか，次のア～エから最も適切なものを１つ選び，その符号

を書きなさい。 

ア 金星は木星よりも公転周期が長い。 

イ 天王星は地球よりも質量，密度ともに大きい。 

ウ 水星は海王星よりも質量が小さく，密度は大きい。 

エ 土星は主に岩石でできていて，火星は厚いガスや氷におおわれている。 

問３ 図１は，ある日の太陽，水星，地球の

位置関係を模式的に表したものであ

る。また，図２は，その日の 18時 54分

と 19 時 48 分に日本国内の地点Ｘから

観察した月の形と水星の位置を，模式

的に表したものである。なお，この日，

水星が月に隠れて見えない時間があっ

た。次の(1)～(3)に答えなさい。 

図１ 図２ 

  

(1) この日，地点Ｘでは，水星と木星がほぼ同じ方向に見えた。水星と木星は，望遠鏡で観察すると，どのよ

うな形に見えると考えられるか，次のア～オから最も適切なものをそれぞれ１つ選び，その符号を書きなさ

い。ただし，選択肢の図の上下左右は，肉眼で観察したときの見え方に直してある。 

ア  イ  ウ  エ  オ  

(2) 図２の月が欠けて見えるのは，月食によるものではないと判断できる。そう判断できる理由を書きなさい。 

(3) 同じ日に日本国内の地点Ａ，Ｂから月の形と水星の位置を観察した。表

は，その結果をまとめたものの一部である。地点Ｂから観察した場合，水

星が再び現れたときの位置は，図３のア，イのいずれか，その符号を書き

なさい。また，そう判断した理由を書きなさい。 

図３ 

 

  地点Ａ 地点Ｂ  

水星が月に隠れ始めた時刻 19:01 19:27  

水星が再び現れた時刻 19:51 19:47  
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問１  

問２  

問３ 

(1) 
水星  

木星  

(2)  

(3) 

符号  

理由  

 

問１ 日周運動 

問２ ウ 

問３ 

(1) 
水星 エ 

木星 オ 

(2) 
内惑星である水星は，満月の日に月と同じ方向には見えないから。 

など 

(3) 

符号 ア 

理由 
Ｂの方が，水星が月に隠れて見えない時間が短いので，月の裏側を

通過する距離が短いと考えられるから。 

 

問１ 天球上の天体の日周運動は，地球が１日に１回，北極側から見て反時計回りに自転していることによる見か

けの動きである。 

問２ ア…公転周期は，太陽から離れたところを公転している天体ほど長い。地球を１としたとき，金星の公転周

期は 0.62年，木星の公転周期は 11.9年。イ，エ…太陽系の８つの惑星のうち，水星，金星，地球，火星は地

球型惑星とよばれ，岩石や金属などでできていて密度が大きい。一方，木星，土星，天王星，海王星は木星型

惑星とよばれ，水素やヘリウムなどからできていて密度が小さい。天王星は地球よりも質量は大きいが，密度

は小さい。 

問３ (1) 水星は地球よりも内側を公転しているため，金星のように満ち欠けして見え，明け方か夕方にしか見るこ

とができない。夕方見えたので，右半分が輝いているエである。木星は地球よりも外側を公転しているため，

ほとんど満ち欠けしているようには見えない。 

(2) 月食が起こるのは，満月のときである。満月の日は，太陽―地球―月と並んでいるため，地球よりも内側

を公転している水星は，月と同じ方向には見えない。 

(3) 水星が月に隠れて見えない時間は，地点Ａでは 50分，地点Ｂでは 20分である。水星が月の裏側を通過す

る距離が短いと考えられるアが地点Ｂであると考えられる。 
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【過去問 18】 

問１～問４について，それぞれの問いに答えなさい。 

（岐阜県 2018 年度） 

問１ 図１は前あしの働きをもつ，コウモリの翼，クジラのひれ，ヒトの

腕について，それぞれの骨格を示したものである。 

(1) コウモリ，クジラ，ヒトは，生活場所が異なり，前あしの働きが

異なる。このように，現在の形や働きは異なっていても，元は同じ

器官であったと考えられるものを何というか。言葉で書きなさい。 

図１ 

 

(2) 約１億 5000万年前の地層から始祖鳥の化石が発見された。始祖鳥は，その体のつくりから，鳥類とある

グループの両方の特徴をもつと考えられる。そのグループとして最も適切なものを，次のア～エから１つ

選び，符号で書きなさい。 

ア ホニュウ類 イ ハチュウ類 ウ 両生類 エ 魚類 

問２ 表１は，太陽系の惑星のうち地球と５つの惑星についてまとめたものである。なお，直径と質量は地球を

１としたときの比で表している。 

表１ 

惑星 直径 質量 
密度 

〔ｇ/cm3〕 

公転の周期 

〔年〕 
主な特徴 

地球 1 1 5.51 1.00 

主に窒素と酸素から成る大気をもつ。表面に水が

あり，現在のところ，生物の存在する唯一の天体

と考えられている。 

Ａ 0.53 0.11 3.93 1.88 
大気の主な成分は二酸化炭素である。土にわずか

の水が含まれている。 

Ｂ 0.38 0.06 5.43 0.24 
大気は極めて薄く，昼夜の温度差は約 600℃にも

なる。 

Ｃ 11.21 317.83 1.33 11.86 

主に水素とヘリウムから成る気体でできている。

高速で自転している。太陽系で最大の惑星であ

る。 

Ｄ 0.95 0.82 5.24 0.62 
二酸化炭素の厚い大気で覆われている。自転は地

球と反対向きで，速度が遅い。 

Ｅ 9.45 95.16 0.69 29.46 
主に水素とヘリウムから成る気体でできている。

氷の粒でできた巨大な環をもつ。 

(1) 表１のＡ～Ｅに当てはまる惑星の正しい組み合わせはどれか。次のア～エから１つ選び，符号で書きなさ

い。 

ア Ａ：木星  Ｂ：水星  Ｃ：火星  Ｄ：金星  Ｅ：土星 

イ Ａ：火星  Ｂ：金星  Ｃ：水星  Ｄ：木星  Ｅ：土星 

ウ Ａ：火星  Ｂ：水星  Ｃ：木星  Ｄ：金星  Ｅ：土星 

エ Ａ：土星  Ｂ：金星  Ｃ：木星  Ｄ：火星  Ｅ：水星 
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(2) 表１のＡ～Ｅの惑星について正しく述べている文はどれか。次のア～エから１つ選び，符号で書きなさい。 

ア Ａ～Ｅの惑星は全て，ほぼ同じ平面上で太陽のまわりを公転している。 

イ Ａ～Ｅの惑星は全て，主な大気の成分が地球と同じである。 

ウ Ａ～Ｅの惑星は全て，星座を形づくる星の一つである。 

エ Ａ～Ｅの惑星は全て，地球から真夜中に見ることができる。 

問３ プラスチック製品のコップ，ペットボトル，ストロー，消しゴムを，図２のように，同じくらいの大きさ

に切った。その後，切ったプラスチック片を水中に入れ，手を離して，水に浮くかどうかを調べる実験を，

それぞれについて行った。表２は，実験の結果をまとめたものである。 

図２ 表２ 

 

プラスチック 

製品 
結果 

コップ 沈んだ 

ペットボトル 沈んだ 

ストロー 浮いた 

消しゴム 沈んだ 

(1) 実験の結果から，使用したプラスチック製品のうち，密度が最も小さいと考えられるものはどれか。次の

ア～エから最も適切なものを１つ選び，符号で書きなさい。 

ア コップ イ ペットボトル ウ ストロー エ 消しゴム 

(2) 表３は，代表的なプラスチックの種類とその密度

をまとめたものである。実験で使用した消しゴムは，

表３にまとめられているいずれか１種類のプラスチ

ックからできている。この消しゴムの質量は 21.0ｇ，

体積は 14.0cm3であった。この消しゴムに使用されて

いるプラスチックの種類は何か。最も適切なものを，

表３から１つ選び，言葉で書きなさい。 

表３ 

プラスチックの種類 密度〔ｇ/cm3〕 

ポリエチレン 0.92～0.97 

ポリエチレン 

テレフタラート 
1.38～1.40 

ポリ塩化ビニル 1.20～1.60 

ポリスチレン 1.05～1.07 

ポリプロピレン 0.90～0.91 

問４ モノコードの弦をはじいたときに出た音を，マイクロホンを使って

コンピュータに入力したところ，画面には図３のように表示された。

画面の左右方向は時間経過を表し，上下方向は振動の幅を表してい

る。 

(1) 図３の画面において，振幅を表しているものはどれか。図３のａ～

ｅから１つ選び，符号で書きなさい。 

図３ 
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(2) コンピュータに音を入力したときと全く同じモノコードの弦を，

「弦の張りの強さ」と，「弦をはじく強さ」の２つの条件を変えては

じいたとき，コンピュータの画面には図４のように表示された。この

ときの２つの条件について正しく述べている文はどれか。次のア～エ

から１つ選び，符号で書きなさい。ただし，図４の画面の目盛りの取

り方は，図３と全て同じである。 

図４ 

 

ア 弦の張りを強くして，弦を強くはじいた。 

イ 弦の張りを強くして，弦を弱くはじいた。 

ウ 弦の張りを弱くして，弦を強くはじいた。 

エ 弦の張りを弱くして，弦を弱くはじいた。 

 

問１ 
(1)  

(2)  

問２ 
(1)  

(2)  

問３ 
(1)  

(2)  

問４ 
(1)  

(2)  

 

問１ 
(1) 相同器官 

(2) イ 

問２ 
(1) ウ 

(2) ア 

問３ 
(1) ウ 

(2) ポリ塩化ビニル 

問４ 
(1) ａ 

(2) イ 

 

問１ (1) 現在の形や働きは異なっていても，元は同じ部分であったと考えられるものを相同器官という。 

(2) 始祖鳥は，鳥類とハチュウ類の両方の特徴をもつ。 

鳥類の特徴…羽毛をもつ，前あしが翼になっている。 

ハチュウ類の特徴…口に歯がある，翼の先に爪がある。 

問２ (1) 太陽系の８つの惑星を太陽に近いものから順に並べると，水星→金星→地球→火星→木星→土星→天王

星→海王星である。太陽に近い惑星ほど公転周期が短いことから考えると，Ｂ（水星）→Ｄ（金星）→地球→

Ａ（火星）→Ｃ（木星）→Ｅ（土星）となる。 

(2) 太陽系の８つの惑星は円に近いだ円軌道で，地球と同じ向き（北極側から見て反時計回り）に同じ平面上

で太陽のまわりを公転している。 

問３ (1) 水より密度が大きい物質は沈み，水より密度が小さい物質は浮く。水に浮いたのはストローだけなので，
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ストローの密度が最も小さい。 

(2) 物質の密度〔g/cm3〕＝物質の質量〔ｇ〕÷物質の体積〔cm3〕なので，この消しゴムに使用されているプラ

スチックの密度は 21.0〔ｇ〕÷14.0〔cm3〕＝1.5〔g/cm3〕である。表３のうち，密度が 1.5g/cm3なのはポ

リ塩化ビニルだけである。 

問４ (1) 振動の振れ幅を振幅といい，図３のａで表される。ｅは１回の振動を表し，１秒間でのｅの回数を振動数

という。 

(2) 図４は，図３より振動数が多く，振幅が小さい状態を表している。弦の張りを強くするほど振動数は多く

なり（高い音になり），弦を弱くはじくほど振幅は小さくなる（小さい音になる）。 

 



13 地球と宇宙(中３) 天体の運動・季節の変化・惑星ほか 2018 年度 

56 

【過去問 19】 

地球と宇宙に関する問１～問３に答えなさい。 

（静岡県 2018 年度） 

問１ ある年の６月下旬に，静岡県内のある場所で天体観測を行っ

た。図９は，午前３時半ごろ，東の空に見えた，金星と月のよう

すをスケッチしたものである。このとき，金星を天体望遠鏡で観

察したところ，半月のような形に見えた。 

① 金星や地球は，太陽のまわりを回り，みずから光を出さず，太

陽からの光を反射して光っている天体である。このような天体は

何とよばれるか。その名称を書きなさい。 

図９ 

 

② 図 10は，金星と地球の，それぞれの軌道を模式的に表したも

のである。図 10のア～オの中から，図９のときの金星の位置と

して，最も適切なものを１つ選び，記号で答えなさい。 

図 10 

 

問２ 2012年６月上旬に，「金星の太陽表面通過」とよばれる，地球から見て，金星が太陽の前面を横切る現象

が，日本で観測できた。次に観測できるのは，100年以上あとの 2117年 12月上旬である。「金星の太陽表面

通過」が観測できた 2012年の６月から，次に観測できる 2117年の 12月までに，金星は何回公転すると考

えられるか。小数第１位を四捨五入して整数で書きなさい。ただし，金星の公転周期は地球の公転周期の

0.62倍とする。 

問３ 水星，金星の表面は岩石でできている。金星は，水星より太陽からの距離は離れているが，表面の平均温

度は高い。このことは，金星が二酸化炭素に覆われていることによる「温室効果」のためであると考えられ

る。二酸化炭素に覆われていることによる「温室効果」のしくみを，簡単に書きなさい。 

 

問１ 
①   

②   

問２   回 

問３  
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問１ 
① 惑星 

② エ 

問２ 170 回 

問３ 二酸化炭素が宇宙へ放出される熱を吸収し，その一部を地表へ戻す。 

 

問１ ① 太陽のようにみずから光を出している天体を恒星といい，地球や金星のように恒星の周りを公転している

天体を惑星という。 

② 午前３時半ごろ（明け方近く）に東の空に見えたことから，金星の位置はエとオのいずれかであることが

わかる。太陽からの光のあたり方を考えると，エでは光があたっている部分が地球からは半分くらいしか見

えないので，半月のような形に見えることになる。なお，オでは光があたっている部分が地球の方を向いて

いるため，円形に近い形に見えることになる。 

問２ 2012年の６月から 2117年の 12月まで 105.5年あるので，その間に地球は太陽の周りを 105.5周することに

なる。金星の公転周期が地球の公転周期の 0.62倍であることから，金星が公転する回数は， 

 
105.5

0.62
＝170.1…〔回〕より，小数第１位を四捨五入して，170回公転することになる。 

問３ 二酸化炭素には熱を吸収しやすいという性質がある。このため，太陽からのエネルギーによってあたためら

れた地表の熱を吸収し，その一部を地表にもどすので，表面の温度が下がりにくくなる。これを温室効果とい

う。 
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【過去問 20】 

次の問１，問２に答えなさい。 

（愛知県 2018 年度 B） 

問１ 日本のある地点で，ある日に，南の空を観察したところ，日没直後に東の空に見えたオリオン座のべテル

ギウスが午後 11 時に図１のように南中した。このとき，北の空では，北斗七星と北極星が図２のような位

置関係にあった。 

 次の文章は，同じ地点で，３か月後の午後８時に南と北の空を観察したときの，ベテルギウスと北斗七星

のフェクダの位置について説明したものである。文章中の（ ① ）にはあとのアからエまでの中から，

（ ② ）には図２のＡからＨまでの中から，それぞれ最も適当なものを選んで，その符号を書きなさい。 

オリオン座のべテルギウスは，（ ① ）。また，北斗七星のフェクダは，図２の（ ② ）の位置に観

察される。 

図１  図２  

ア 図１と同じ位置に観察される イ 図１よりも西の方向に観察される 

ウ 図１よりも東の方向に観察される エ 地平線の下に位置するため観察できない 
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問２ エタノールの状態変化を調べるため，図のように，ポリエチレンの袋に少量の液体のエタノールを入れ，

袋の中の空気をぬいた後，密閉した。これに 90℃の熱い湯をかけると，ポリエチレンの袋はふくらみ，液体

のエタノールは見えなくなった。エタノールの状態変化について説明した文として正しいものを，次のアか

らオまでの中から２つ選んで，そのかな符号を書きなさい。 

ア ポリエチレンの袋がふくらんだのは，エタノールの粒子の数が増加し，すき間がなくなるように粒子が並

んだからである。 

イ ポリエチレンの袋がふくらむ前後で，エタノールの体積は大きくなったが，質量は変わらないため，密度

は小さくなった。 

ウ 袋が大きくふくらみ，袋の中の液体のエタノールが見えなくなったのは，エタノールの粒子が小さくなっ

たからである。 

エ 90℃の熱い湯をかけたら，液体のエタノールが見えなくなったのは，エタノールの沸点が 90℃よりも低

いからである。 

オ 液体のエタノールの密度を 0.79ｇ/cm3，気体のエタノールの密度を 0.0016ｇ/cm3としたとき，エタノー

ルが液体から気体になると，体積は 1000倍以上に大きくなる。 

図  

 

問１ ①（       ）， ②（       ） 

問２ （       ），（       ） 

 

問１ ①（ イ ）， ②（ Ｂ ） 

問２ （  イ  ），（  エ  ） 

 

問１ 南の空の星は１か月で 30°東から西へ移動するため，３か月後の午後 11 時のベテルギウスは図１より西へ

30°×３＝90°移動した位置にある。また，同じ日では１時間に 15°西から東へ移動するため，11－８＝３

〔時間〕前には 15°×３＝45°より，図１より西へ 90°－45°＝45°移動した位置にある。 

 図２では，Ａ～Ｈの破線が北極星を中心にして等間隔に書かれているため，Ａ，Ｂ間，Ｂ，Ｃ間…の角度は

360°÷８＝45°と考える。北の空の星は１か月で 30°反時計回りに移動するため，３か月後の午後 11 時の

フェクダは図２のＣの位置にある。また，同じ日では 1時間に 15°反時計回りに移動するため，３時間前には

図２のＢの位置にある。 

問２ ア…物質の状態変化では，粒子の数は変化しない。また，液体から気体に変化するときは，粒子どうしのす

き間は広くなる。 

イ…液体のエタノールが見えなくなってポリエチレンの袋がふくらんだのは，エタノールが液体から気体に変

化して，体積が大きくなったからである。状態変化では質量は変化しないので，密度（質量÷体積）は小さく

なる。 

ウ…物質の状態変化では，粒子の大きさは変わらない。 

エ…90℃の熱い湯で液体のエタノールが気体に変化したことから，沸点（液体が沸騰して気体に変化する温度）

は 90℃より低いといえる。 

オ…質量１ｇの体積を計算すると，液体のエタノールは１〔ｇ〕÷0.79〔g/cm3〕＝1.2…→１cm3，気体のエタ

ノールは１〔ｇ〕÷0.0016〔g/cm3〕＝625〔cm3〕である。625〔cm3〕÷１〔cm3〕＝625〔倍〕より，体積は 1000

倍以上にはならない。 
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【過去問 21】 

次の図は，一郎さんが太陽系の惑星についてまとめたものであり，図中のａ～ｈは，太陽系の惑星をそれぞれ

示している。ただし，一郎さんが縦軸に書いていた数値や単位は省略している。また，下の会話は，一郎さんと先

生が，図を見ながら交わしたものである。これについて，次の問１・問２に答えよ。 

（京都府 2018 年度） 

 

一郎 この図は，太陽系の惑星について，横軸に太陽からの平均距離，縦軸に  Ｘ  をとってまとめたも

のです。 

先生 まとめた結果，何かわかったことはありますか。 

一郎 太陽系の惑星には，太陽に近く， Ｘ  が大きいグループと，太陽から遠く， Ｘ  が小さいグル

ープがあることがわかりました。それぞれのグループを地球型惑星，木星型惑星というんですよね。 

先生 その通りです。ところで，この図は惑星についてまとめたものですが，太陽系にある天体は，太陽と

惑星だけでしょうか。 

一郎 いいえ。惑星以外にも，小惑星や太陽系外縁天体など，さまざまな天体が太陽のまわりを回っていま

す。小惑星の多くは，太陽からの平均距離でみると，図中の  Ｙ  に存在しています。また，太陽系

外縁天体の多くは，太陽からの平均距離でみると，図中の  Ｚ  に存在しています。 

先生 太陽系についてよく調べられていますね。各惑星の特徴について，より深く調べてみましょう。 

問１ 図中および会話中の  Ｘ  に入る語句として最も適当なものを，次の(ア)～(エ)から１つ選べ。 

(ア) 公転周期 (イ) 赤道半径 (ウ) 質量 (エ) 平均密度 

問２ 会話中の  Ｙ ・ Ｚ  に入るものとして最も適当なものを， Ｙ  は次のⅰ群(ア)～(オ)から， 

 Ｚ  はⅱ群(カ)～(ケ)から，それぞれ１つずつ選べ。 

ⅰ群 (ア) ｂとｃの間 (イ) ｃとｄの間 (ウ) ｄとｅの間 

  (エ) ｅとｆの間 (オ) ｆとｇの間 

ⅱ群 (カ) ａよりも太陽に近いところ (キ) ａとｂの間 

  (ク) ｇとｈの間 (ケ) ｈよりも太陽から遠いところ 

 

問１  

問２ ⅰ群  ⅱ群  
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問１ エ 

問２ ⅰ群 ウ ⅱ群 ケ 

 

問１ 太陽からの平均距離より考えると，ａ…水星，ｂ…金星，ｃ…地球，ｄ…火星，ｅ…木星， 

ｆ…土星，ｇ…天王星，ｈ…海王星である。太陽に近く平均密度が大きい惑星（ａ～ｄ）を地球型惑星，太陽

から遠く平均密度が小さい惑星（ｅ～ｈ）を木星型惑星という。 

問２ 小惑星は，火星（地球型惑星のうち太陽から最も遠いｄ）と木星（木星型惑星のうち太陽に最も近いｅ）の

間に多くある。太陽系外縁天体は，海王星（太陽から最も遠いｈ）よりも太陽から遠いところに多くある。 
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【過去問 22】 

天体の見かけの動きに関する次の問いに答えなさい。 

（兵庫県 2018 年度） 

問１ 図１は，神戸市において，ある１日の太陽の動きを透明半球

に記録したものである。８時 30分から 16時 30分までの２時

間ごとに，太陽の位置を  印で５回記録したものをなめらか

な線で結び，太陽の高度が最も高くなる位置を点Ｐとした。 

(1) 図２は，図１の透明半球に記録した太陽の動きを紙テープ

に写しとったものである。観測地における太陽の南中時刻を

求めるために必要なものはどれか，次のア～エから２つ選ん

で，その符号を書きなさい。 

ア 日の出の時刻 イ ＡＰの長さ 

ウ ＢＣの長さ エ ＣＰの長さ 

図１ 

 

図２ 

 

(2) 観測地は東経 135.25°であり，太陽の南中時刻を求めると 12 時 13 分であった。この日，東経 135°の

子午線上では，太陽は何時何分に南中したか，求めなさい。 

(3) 太陽がＢの位置にあるとき，昼夜の地域を示した世界地図として適切なものを，次のア～エから１つ選ん

で，その符号を書きなさい。 

ア イ ウ エ  

    
 

(4) 同じ日に那覇市における太陽の動きを透明半球に記録した。日の出の位置と南中高度は図１と比べてど

うなるか，適切なものを，次のア～エから１つ選んで，その符号を書きなさい。 

 日の出の位置 南中高度 

ア 北寄りになる 高くなる 

イ 南寄りになる 高くなる 

ウ 北寄りになる 低くなる 

エ 南寄りになる 低くなる 
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問２ 兵庫県において，ぎょしゃ座の星カペラとオリオン座の星リゲルを観測した。図３は，１月１日 22時 30

分に，それぞれがほぼ天の子午線上にあり，カペラが天頂近く，リゲルが南の空に見えたことを表している。 

(1) 日周運動によって，カペラとリゲルが東から出るときと西に沈むと

きの順序として適切なものを，次のア～エから１つ選んで，その符号

を書きなさい。 

ア カペラが先に出て，先に沈む。 

イ カペラが先に出て，後に沈む。 

ウ カペラが後に出て，先に沈む。 

エ カペラが後に出て，後に沈む。 

(2) 次のア～エのうち，リゲルが天の子午線に最も近い位置に見える日

時として適切なものを，１つ選んで，その符号を書きなさい。 

ア 12月１日 21時 30分 イ 12月１日 23時 30分 

ウ １月 16日 21時 30分 エ １月 16日 23時 30分 

図３ 

 

問３ 図４は，黄道付近にある 12の星座と，毎月１日に地球から見た太陽の位置  を表している。 

図４ 

 

(1) 図４の星座のうち，兵庫県において１月１日 20時に南中している星座はどれか，１つ選んで，その星座

名を書きなさい。 

(2) １月 31日 22時 30分に皆既月食が見られた。その５日後の 22時 30分に地球から見て月と同じ方向にあ

る星座として適切なものを，図４の星座から１つ選んで，その星座名を書きなさい。 

 

問１ 

(1)   

(2) 時      分 

(3)  

(4)  

問２ 
(1)  

(2)  

問３ 
(1)   座 

(2)   座 
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問１ 

(1) ウ エ 

(2) 12 時  14 分 

(3) ウ 

(4) ア 

問２ 
(1) イ 

(2) ウ 

問３ 
(1) おひつじ 座 

(2) おとめ 座 

 

問１ (1) ＢＣの長さがわかれば，２時間での透明半球上での太陽の移動距離が分かる。さらにＣＰの長さが分か

れば，比の計算により，太陽がＣＰ間を移動するのにかかった時間がわかる。Ｃを記録した時刻（10時 30分）

に，求めた時間を足せばよい。 

(2) 東経が５°小さくなると，南中時刻は 20分おそくなる。東経が 0.25°小さくなったときは， 

 20×
 0.25 

５
＝１〔分〕おそくなる。 

(3) 太陽がＢの位置にあるのは，８時 30分であるので，これから昼になっていく。昼の部分は右側から左側へ

移動する。日本列島の東，南側が昼のものを選ぶ。 

(4) 図１は，冬至のころの太陽の動きである。那覇市は神戸市より南にあるため，日の出・日の入りの位置は

北寄りになり，南中高度は高くなる。 

問２ (1) カペラのほうが天頂近くに見えたことから，カペラのほうが先に出て，後に沈むので，地平線の上にあ

る時間が長い。 

(2) 同じ時刻のリゲルの位置は，１か月に 30°西に動くので，15 日では 15°西に動く。また，日周運動で１

時間に 15°西へ動くので，１月１日の 15日後の１時間前には，図３と同じ位置に見える。 

問３ (1) 地球をはさんで太陽の反対の方向にある星座が，真

夜中に南中している。いて座方向に太陽があるときは，真

夜中に南中して見える星座はふたご座である。星座は１時

間に 15°動くので，20時には 15°×４＝60°動いている。

星座と星座の間は約 30°離れているので，おひつじ座であ

る。 

(2) 右の図のように，１月 31日に太陽の方向にある星座は

やぎ座である。したがって，このとき月の方向にある星

座はかに座である。月食は満月のときに起こり，１日に

12°動くので，５日後は 60°動いている。このとき，月

と同じ方向にある星座はおとめ座である。  
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【過去問 23】 

真理さんは，日本のある地点Ａで 2018年２月 20日の午後８時に空

を見上げ，西の空にある月と，南中しているオリオン座を観察した。図

１はそのときのスケッチである。真理さんが天体について調べると，

2018年１月７日の明け方に月，水星，火星，木星，土星が一度に観察で

きたことや，2018年１月 31日の夜に皆既月食が起こったことがわかっ

た。各問いに答えよ。 

（奈良県 2018 年度） 

図１ 

 

問１ 次のア～エから地球型惑星をすべて選び，その記号を書け。 

ア 水星 イ 火星 ウ 木星 エ 土星 

問２ 月とオリオン座を観察し続けると，日がたつにつれて見え方が変わっていく。 

① 地点Ａで，2018年２月 20日から１週間毎日午後８時に月を観察すると，月の光って見える部分の大きさ

と月が見える位置は，それぞれどのように変化していくか。簡潔に書け。 

② 地点Ａで，2018 年１月７日にオリオン座が南中したのは何時頃か。次のア～エから最も適切なものを１

つ選び，その記号を書け。 

ア 午後５時頃 イ 午後７時頃 ウ 午後９時頃 エ 午後 11時頃 

問３ 地球から見た天体の動きや見え方について述べた次のア～エから，正しいものをすべて選び，その記号を

書け。 

ア 皆既月食が起こるのはいつも満月のときである。 

イ 月と金星が西の空に同時に見えるとき，月はいつも満月である。 

ウ 月は太陽よりはるかに小さいが，見かけの大きさが太陽とほぼ同じなので，太陽が月に完全にかくれて見

えなくなることがある。 

エ 天球上で月と星座の星が重なるとき，星座の星が月の手前を通過する様子を観察できる。 

問４ 真理さんは，2018 年７月 28 日にも皆既月食が

起こることを知った。また，この日，地点Ａでは，

皆既月食のまま月が沈んでいくことや，月が沈む

頃にはオリオン座が東の空にのぼってくることも

知った。図２は，2018 年７月 28 日の太陽と地球

の位置関係と，黄道を模式的に表したものであ

る。黄道付近にあるオリオン座の 

図２ 

 

位置は，図２のア～エのどれにあたるか。最も適切なものを１つ選び，その記号を書け。 
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問１   

問２ 
① 

大きさ  

位置  

②   

問３  

問４  

 

問１ ア，イ 

問２ 
① 

大きさ 例 大きくなっていく。 

位置 例 西から東へ変わっていく。 

② エ 

問３ ア，ウ 

問４ エ 

 

問１ 太陽系の８個の惑星は，地球型惑星と木星型惑星に分けられる。地球型惑星とは，太陽系の中でおもに岩石

からできていて密度が大きい惑星をいい，軌道が太陽に近いものから順に，水星，金星，地球，火星の４つ

である。木星型惑星とは，太陽系の中でおもに気体からできていて密度が小さい惑星をいい，軌道が太陽に

近いものから順に，木星，土星，天王星，海王星の４つである。 

問２ ① 地球から見える月は，新月→半月（上弦の月）→満月→半月（下弦の月）→新月のように満ち欠けし，

それぞれの形が次の形に移り変わるのにはおよそ１週間かかる。図１の月は三日月で，新月から三日目の月

なので，観察を続けると，１週間後には上弦の月と満月の間の形となる。したがって，光って見える部分の

大きさはしだいに大きくなっていく。また，月は地球のまわりを西から東へ回っているので，同じ時刻に観

察を続けると，しだいに西から東へ移動していくように見える。 

② 南の空の星は，同じ時刻に観察すると，１日におよそ１ﾟの割合で東から西へ動いているように見える（年

周運動）。また，同じ日に観察すると，１時間に 15 ﾟの割合で東から西へ動いているように見える（日周運

動）。図１を観察した 2018年２月 20日は，１月７日の，（31－７）＋20＝44〔日後〕なので，年周運動によ

って，１月７日の午後８時のオリオン座の位置は，図１よりも東へ約 44 ﾟ移動した位置であることがわか

る。したがって，１月７日にオリオン座が南中するのは，日周運動を考慮して，44〔ﾟ〕÷15〔ﾟ〕＝2.93…

より，午後８時のおよそ３時間後で，午後 11時頃と考えられる。 

問３ 月食とは，太陽，地球，月の順に一直線上に並び，月が地球の影に入って欠けて見える現象で，そのうち，

月の全体が地球の影に入って月の全体が見えなくなるものを，皆既月食という。したがって，皆既月食が起

こるのは，月が太陽と反対の方向にあるときで，いつも満月のときである。よって，アは正しい。金星は内

惑星なのでつねに太陽の方向に見え，月と金星が西の空に同時に見えるときには，月は太陽の方向にあるこ

とになるから，満月ではない。よってイは誤りである。月の直径は太陽の直径のおよそ 400 分の１だが，地

球から月までの距離も地球から太陽までの距離のおよそ 400 分の１なので，月と太陽は見かけの大きさがほ

ぼ同じである。また，月が地球を回る軌道は完全な円ではないので，月はわずかに地球に近づいたり遠ざか

ったりしており，見かけの大きさが少し変化する。したがって，日食（太陽，月，地球の順に一直線上に並ん

で太陽が月にかくされて見えなくなる現象）のときに，太陽が月に完全にかくれて見えなくなることがある
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（皆既日食）。よって，ウは正しい。星座の星は，実際には月に比べて地球からはるかに遠いところにあるの

で，星座の星が月の手前を通過することはない。よって，エは誤りである。 

問４ 月食が起こるときは太陽，地球，月がこの順に

一直線上に並ぶことと，地球の自転の向きは公

転の向きと同じであることから，2018年７月 28

日に地点Ａで皆既月食の月が西に沈むときの位

置関係を図２をもとに表すと，右のようになる。

このときオリオン座が東の空にあるということ

から，オリオン座の位置はエであるとわかる。  
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【過去問 24】 

美和さんたちは，「私たちの生活と科学技術」というテーマで課題研究に取り組んだ。次の問１～問３に答え

なさい。 

（和歌山県 2018 年度） 

問１ 次の文は，美和さんが太陽観測に関する科学技術について調べ，まとめた内容の一部である。(1)～(3)に答

えなさい。 

図１は，太陽観測衛星「ひので」が撮影した太陽の画像

の一部です。図１のように，太陽の表面に見られる黒い斑

点を  Ｘ  といいます。図２は，地上の「太陽フレア望

遠鏡」が数日間撮影した太陽の画像を合成して，図１の①

斑点の位置が変化するようすを示したものです。この画

像から，②中央部で円形に見えていた斑点（24日の画像）

が，周辺部では，だ円形に見える（28 日の画像）ことが

確認できます。 

図２ 「太陽フレア望遠鏡」が 2014年 10月 18日か

ら 28 日に撮影した太陽の画像を合成したも

の 

 

図１ 「ひので」が 2014年 10月 24日 

に撮影した太陽の画像の一部 

 

(1) 文中の  Ｘ  にあてはまる適切な語を書きなさい。 

(2) 文中の下線①，②の理由として最も適切なものを，次のア～オの中から１つずつ選んで，その記号を書き

なさい。 

ア 太陽が球形である。 イ 太陽が気体（ガス）のかたまりである。 

ウ 太陽が自転している。 エ 太陽の直径が地球の直径の約 109倍である。 

オ 太陽の表面温度が場所によって異なる。 

(3) 太陽は恒星とよばれる天体の１つであり，惑星や衛星とは異なる特徴がある。恒星の特徴を簡潔に書きな

さい。 
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問２ 次の文は，和夫さんが植物（野菜）工場について調べ，まとめた内容の一部である。(1)～(4)に答えなさい。 

植物工場では，一般的に土を用いずに肥料分（養分）を水に溶かした溶液で栽培する養液栽培が行われて

います。そのため，栽培するための場所を選ばずに，都会のビルの中のような室内でも野菜を栽培すること

ができるという利点があります。また，室内の光や温度などを調節することで， 

      Ｙ       という利点もあります。 

 肥料分の中で欠かせない成分は①窒素，リン，②カリウムです。植物に吸収されたこれらの肥料分は，③

茎や葉，根などをつくるのに使われ，植物の成長を助けます。 

(1) 文中の  Ｙ  にあてはまる植物工場の利点を簡潔に書きなさい。 

(2) 文中の下線①の原子をふくむ物質を，次のア～エの中から１つ選んで，その記号を書きなさい。また，そ

の化学式を書きなさい。 

ア アンモニア イ 塩化ナトリウム ウ 酸化マグネシウム エ 硫酸 

(3) 文中の下線②は，水溶液中ではイオンとして存在している。カリウムイオンをイオン式で書きなさい。ま

た，カリウムイオンのでき方を説明した文として最も適切なものを，次のア～エの中から１つ選んで，その

記号を書きなさい。 

ア カリウム原子が電子を受けとり，＋（プラス）の電気を帯びる。 

イ カリウム原子が電子を受けとり，－（マイナス）の電気を帯びる。 

ウ カリウム原子が電子を失って，＋（プラス）の電気を帯びる。 

エ カリウム原子が電子を失って，－（マイナス）の電気を帯びる。 

(4) 文中の下線③のように，いくつかの種類の組織が集まって１つのまとまった形をもち，特定のはたらきを

する部分を何というか，書きなさい。 

問３ 次の文は，美紀さんが電磁調理器（ＩＨ調理器）について調べ，まとめた内容の一部である。(1)～(3)に答

えなさい。 

最近は，ガスコンロ以外に電磁調理器もよく使われてい

ます。図３のように，電磁調理器の内部にはコイルがありま

す。このコイルに交流が流れると，コイルのまわりの磁界が

変化します。すると，金属製の鍋の底に誘導電流が流れ，そ

の抵抗によって鍋が発熱します。私が調べた電磁調理器に

は，「100Ｖ－1200Ｗ」と表示されていました。これは，100

Ｖの電圧で使用すると，1200Ｗの電力を消費することを示

しています。 

図３ 電磁調理器 
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(1) 図４は，図３の電磁調理器の断面を模式的に表した

ものである。ある瞬間のコイルのまわりにできる磁界

の向きを磁力線で表した図として最も適切なものを，

次のア～エの中から１つ選んで，その記号を書きなさ

い。ただし，図中の  は紙面の裏から表に向かって，

 は紙面の表から裏に向かって電流が流れていること

を示している。 

図４ 電磁調理器の断面図 

 

ア  イ  ウ  エ  

(2) 図５は，２つの発光ダイオードＡ，Ｂの向きを逆にして並列に

つないだ装置である。この装置に文中の下線の電流を流し，暗い

部屋の中ですばやく左右に動かした。このときの発光ダイオード

の点灯のようすを表した図として最も適切なものを，次のア～カ

の中から１つ選んで，その記号を書きなさい。 

図５ 発光ダイオードの向きを逆にし 

て並列につないだ装置 

 

 ア イ ウ 

 

   

 エ オ カ 

 

   

(3) 「100Ｖ－1200Ｗ」と表示されている電磁調理器を 100Ｖの電圧で 20分間使用したとき，消費する電力量

は何Ｗｈか，書きなさい。 

 

問１ 

(1)  

(2) ①  ②  

(3)  

問２ 

(1)  

(2) 記号  化学式  

(3) イオン式  記号  

(4)  

問３ 

(1)  

(2)  

(3)   Wh 
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問１ 

(1) 黒点 

(2) ① ウ ② ア 

(3) 自ら光を出している。 

問２ 

(1) １年中栽培することができる 

(2) 記号 ア 化学式 ＮＨ３ 

(3) イオン式 Ｋ＋ 記号 ウ 

(4) 器官 

問３ 

(1) ア 

(2) カ 

(3) 400 Wh 

 

問１ (1) 太陽の表面に見られる黒い斑点を黒点といい，まわりより温度が低い。 

(2) ① 黒点の位置が日によって変わって見えるのは，太陽が自転しているからである。 

② 見える黒点の形が，中央部で円形，周辺部でだ円形に変わるのは，太陽が球形をしているからである。 

(3) 太陽などのように，自ら光や熱を出す天体を恒星という。地球などの惑星，月などの衛星は自ら光を出さ

ず，太陽の光を反射して光って見える。 

問２ (1) 種子の発芽には水，空気，適する温度が必要で，植物の成長にはさらに光，肥料が関係している。養液栽

培では，人工的に条件を整えることで，1年中野菜を栽培することができる。 

(2) 各物質の化学式は，窒素Ｎ２，アンモニアＮＨ３，塩化ナトリウムＮａＣｌ，酸化マグネシウムＭｇＯ，硫酸Ｈ２ＳＯ

４である。窒素原子を表す記号Ｎをふくむのは，アンモニアである。 

(3) カリウム原子には電子を失いやすい性質があり，電子を１個失うと，＋の電気を帯びた陽イオンになる。

カリウム原子の記号はＫで，カリウムイオンのイオン式はＫ＋である。 

(4) 多細胞生物では，細胞が集まり組織，組織が集まり器官，器官が集まり個体ができる。たとえば，表皮細

胞が集まって表皮組織，葉肉細胞が集まって葉肉組織ができ，表皮組織，葉肉組織などが集まって葉ができ

る。葉や茎，根は器官であり，これらが集まって植物のからだ（個体）ができる。 

問３ (1) 右ねじの進む向きと電流の向きを合わせたとき，右ねじの回る向きが磁界の向きとなる。磁力線では，矢

印の向きで磁界の向きを表す。図の右と左では，磁界の向きは逆になる。 

(2) 交流とは，向きや大きさが周期的に変わる電流である。発光ダイオードは，一方から電流が流れたときだ

け点灯するので，発光ダイオードＡ，Ｂはどちらも点滅し，Ａが点灯しているときＢは消灯し，Ｂが点灯し

ているときＡは消灯する。 

(3) 電力量〔Wh〕＝電力〔Ｗ〕×時間〔ｈ〕である。20分は
20

 60 
 ＝

１

 ３ 
〔ｈ〕なので，1200〔Ｗ〕×

１

 ３ 
〔ｈ〕＝400〔Wh〕

である。 
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【過去問 25】 

次の問１～問３に答えなさい。 

（島根県 2018 年度） 

問１ 次の１～４に答えなさい。 

１ 受精卵が胚になり，個体としてのからだのつくりが完成していく過程を何というか，その名称を答えなさ

い。 

２ 図１のように，てんびんにスチールウール（鉄）をつるしてつり合わせた後，右側のスチールウールに火

をつけると，火をつけた方が下に傾いた。 

図１  

この現象の理由を説明した次の文中の     にあてはまる適当な物質は何か，その名称を答えなさい。 

鉄が     と結びつき，その分だけ質量がふえたためである。 

３ 図２のようにコイルに検流計をつなぎ，棒

磁石のＮ極を真上からコイルの中心に近づけ

ると検流計の針が右に振れた。 

 同じ装置で行った次の動作のうち，検流計

の針が図２と同様に右に振れるものはどれ

か，最も適当なものを，次のア～オから一つ

選び，記号で答えなさい。 

図２ 

 

 ア イ ウ エ オ 

 

  
 

  

４ 島根県の県庁所在地である松江市（北緯 35°）と北海道の道庁所在地である札幌市（北緯 43°）の昼の

長さについて説明した文として，最も適当なものはどれか，次のア～エから一つ選び，記号で答えなさい。 

ア 松江市の昼の長さは，一年中，札幌市より長い。 

イ 松江市の昼の長さは，夏至の頃は札幌市より短いが，冬至の頃は長い。 

ウ 松江市の昼の長さは，夏至の頃は札幌市より長いが，冬至の頃は短い。 

エ 松江市と札幌市の昼の長さは，同じ日であれば，同じ長さである。 
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問２ コウモリの発する音には，ヒトの耳には聞こえない振

動数の多い音（超音波）が含まれている。コウモリの発し

た音をヒトに聞こえるようにする方法のひとつとして，

発した音を録音し，ゆっくりと再生する方法がある。これ

について，次の１，２に答えなさい。 

１ 図３はヒトの耳の断面図である。音の振動が伝えられる

Ａの円内の部分の名称は何か，最も適当なものを，次のア

～エから一つ選び，記号で答えなさい。 

図３ 

 

ア 鼓膜 イ 耳小骨 ウ うずまき管 エ 感覚神経 

２ コウモリの発した音を録音し，コンピュータにとりこんだ。図４は，通常の速度で再生したときに表示さ

れたコンピュータの画面の模式図で，図５は，ゆっくりと再生したときの画面の模式図である。コウモリの

発した音が，ゆっくりと再生するとヒトに聞こえる音になるのはなぜか，図４，図５から読み取れることに

ふれながら，理由を答えなさい。 

 ただし，図４，図５の上下方向は振動のはばを，左右方向は時間の経過を表している。また，この二つの

図の上端から下端の振動のはばと，左端から右端の経過時間は，それぞれ等しいものとする。 

図４ 通常の速度で再生（ヒトには聞こえない） 図５ ゆっくりと再生（ヒトに聞こえる） 

  

問３ 図６は，９月 12 日 15 時の雲のようすである。これに

ついて，次の１，２に答えなさい。なお，表は，気温と飽

和水蒸気量の関係を表したものである。 

１ 雲は，水蒸気が水滴や氷の結晶に変わることによって

できる。このように，気体が液体や固体に変化することを

何というか，その名称を答えなさい。 

２ このとき，地表の気温は 25℃，湿度は 85％であった。

地表の空気が上昇して雲ができはじめるとき，上昇した

空気はおよそ何℃になっているか，最も適当な温度を，表

中の気温で答えなさい。 

図６ 

 

表 

気温〔℃〕 19 20 21 22 23 24 25 26 

飽和水蒸気量〔ｇ/ｍ3〕 16.3 17.3 18.3 19.4 20.6 21.8 23.1 24.4 
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問１ 

１  

２  

３  

４  

問２ 

１  

２  

問３ 
１  

２   ℃ 

 

問１ 

１ 発生 

２ 酸素 

３ オ 

４ イ 

問２ 

１ ウ 

２ 
ゆっくりと再生することで振動数が少なくなることが読み取れるので，

音が低くなるから。 

問３ 
１ 状態変化 

２ 22 ℃ 

 

問１ １ 受精卵は体細胞分裂をくり返して細胞の数をふやし，だんだんからだのつくりが完成していく。この過程

を発生という。 

２ 鉄が空気中の酸素と化合して酸化鉄になる変化である。化合した酸素の分だけ質量はふえる。 

３ 誘導電流は，磁石の極はそのままで，近づけたときと遠ざけたときでは逆向きになる。また，磁石の極を

入れかえると逆向きになる。アとエでは，コイル内の磁界が変化しないので検流計の針は振れない。 

４ 地球は，太陽のまわりを公転面に垂直な面に対して地軸を約 23.4°傾けた状態で公転している。北半球に

おいて，夏至のころは，北極側を太陽に向けているため，緯度が高いほど昼は長くなる。また，冬至のころ

は，南極側を太陽に向けているため，緯度が低いほど昼は長くなる。 

問２ １ 鼓膜に伝わった音の振動は，耳小骨を通してうずまき管へと伝わる。うずまき管は振動を感覚神経（聴神

経）に伝える。 

２ １秒間あたりの波のくり返しの回数（振動数）が多いほど，音の高さは高くなる。図４と図５を比べると，

人に聞こえる音は，コウモリの発したもとの音よりも振動数が少なく（音が低く）なっていることがわかる。 

問３ １ 水は温度が高くなるにつれて氷（固体）→水（液体）→水蒸気（気体）と変化する。このように物質の状

態が変化することを状態変化という。 

２ この空気１ｍ3に含まれている水蒸気量を xｇ/ｍ3とすると， 

 湿度〔％〕＝
 空気１ｍ３中に含まれている水蒸気量〔ｇ/ｍ３〕

 その温度での飽和水蒸気量〔ｇ/ｍ３〕
×100 より，

 x〔ｇ/ｍ3〕

 23.1〔ｇ/ｍ3〕
 ×100＝85〔％〕  

 x＝19.635〔ｇ/ｍ3〕 雲ができはじめるのは，その空気が含んでいる水蒸気量がその温度での飽和水蒸気量

になったときなので，表中より，飽和水蒸気量が 19.4ｇ/ｍ3である 22℃であると考えられる。 
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【過去問 26】 

理恵さんは，太陽系から約 39 光年離れた天体「トラピスト１」の周囲で地球に似た惑星が発見されたという

発表を知って宇宙に興味をもち，天文台に見学に行った。次は，調べたことをまとめた【メモ】の一部である。問

１～問４に答えなさい。 

（岡山県 2018 年度） 

【メモ】 

１ 太陽を天体望遠鏡で数日間観察すると，少し

ずつ黒点の位置が移動し，太陽表面の中央部で

は円形に見えた黒点が，周辺部に移動するとだ

円形に見えた。 

２ 太陽系は，銀河系の中心部から約２万8000

光年の位置にある。太陽系には惑星や，惑星の

まわりを公転する月などの天体が存在する。 

３ 太陽系の惑星のそれぞれの赤道半径と平均密

度の値をグラフに表すと，図のように，二つの

グループに分けることができる。 

図 

 
図のＡ～Ｆは，地球以外の太陽系の惑星を示す。 

問１ 太陽について，(1)，(2)に答えなさい。 

(1) 太陽のように自ら光を放つ天体を何といいますか。 

(2) 下線部からわかる太陽の動きについて，簡潔に書きなさい。 

問２ 地球と月に関する次の文章の  (Ｘ)  ， (Ｙ)  に入る語句の組み合わせとして最も適当なのは，ア～エ

のうちではどれですか。一つ答えなさい。 

月は，地球のまわりを公転する  (Ｘ)  である。月

食が起こるときには，月の公転によって，太陽と地球

と月が， (Ｙ)  の順で一直線に並んでいる。 

 (Ｘ) (Ｙ) 

ア 衛星 太陽・地球・月 

イ 衛星 太陽・月・地球 

ウ 小惑星 太陽・地球・月 

エ 小惑星 太陽・月・地球 

問３ 図には，惑星Ａ～Ｆと地球の計７個の太陽系の惑星について，それぞれの赤道半径と平均密度の値が記入

されている。また，表は，地球と太陽系の惑星Ｇについて，赤道半径，平均密度，太陽からの平均距離の値

をそれぞれ示している。(1)，(2)に答えなさい。 

(1) 惑星Ｇの赤道半径と平均密度の値を，図と表を

参考にして，解答用紙のグラフにかきなさい。表し

方については，地球の・にならって，はっきりと記

入しなさい。 

 
 

地球 惑星Ｇ 

赤道半径 １ 0.53 

平均密度〔ｇ/cm3〕 5.51 3.93 

太陽からの平均距離 １ 1.52 
（赤道半径，太陽からの平均距離は地球を１とした値） 

(2) 惑星Ｇは，次のア～カのうちのどれですか。一つ答えなさい。 

ア 海王星 イ 火星 ウ 金星 エ 水星 オ 天王星 カ 土星 
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問４ 地球には生命が存在できる環境が備わっており，その条件として主に次の二つのことがあげられる。一つ

は，酸素を含む大気が存在することである。もう一つは，何という物質が，どのような状態で存在すること

ですか。地球の平均表面温度が約 15℃であることを踏まえて，簡潔に答えなさい。 

 

問１ 
(1)   

(2)  

問２  

問３ 
(1) 

 

(2)   

問４  

 

問１ 
(1) 恒星 

(2) 太陽が自転している。 

問２ ア 

問３ 
(1) 

 

(2) イ 

問４ 水が液体で存在すること。 

 

問１ (1) 太陽のように自ら光を放つ天体を恒星という。 

(2) 観察される黒点の位置が日によって変わるのは，太陽が自転しているからである。 

問２ 地球に対する月のように，惑星のまわりを公転する天体を衛星という。 

 太陽・地球・月の順で一直線に並んだとき，月の全体や一部が地球の影に入る現象を月食という。また，
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太陽・月・地球の順で一直線に並んだとき，太陽の全体や一部が月にかくれて見えなくなる現象を日食という。 

問３ (1) 解答用紙のグラフの横軸 1目盛りは 0.5，縦軸 1目盛りは 0.2ｇ/cm3を表す。赤道半径（横軸）0.53，平

均密度（縦軸）3.93ｇ/cm3の位置に・をかく。 

(2) (1)より，惑星Ｇは地球型惑星と考えられる。また，表より，惑星Ｇは地球より太陽から遠いとわかる。地

球型惑星は太陽に近いものから順に水星→金星→地球→火星の４つがあり，地球より太陽から遠いのは火星

だけである。 

問４ 太陽系の中で，表面に液体の水が存在するのは地球だけである。生物が生きるためには，液体の水が必要で

あり，水の融点は０℃，沸点は 100℃であるため，平均表面温度が 15℃であることは，水が液体の状態で存在

するのに適している。 
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【過去問 27】 

山口県のある場所で，夕方に金星を観察した。次の問１，問２に答えなさい。 

（山口県 2018 年度） 

問１ 太陽系の惑星のうち，金星のようにおもに岩石からなり密度が大きい惑星をまとめて何というか。答えな

さい。 

問２ 金星を観察すると，図１のような形をしていた。図２は，金星と地球の公転軌道と，太陽，金星，地球の

位置関係を模式的に表したものである。観察した金星が，図１のような形をしていたときの金星の位置とし

て，最も適切なものを，図２のア～エから選び，記号で答えなさい。 

図１  図２  

 

問１  

問２  

 

問１ 地球型惑星 

問２ イ 

 

問１ 太陽系の８個の惑星は，地球型惑星と木星型惑星に分けられる。地球型惑星とは，太陽に近い水星，金星，

地球，火星の４個の惑星をいい，表面が岩石で，内部は金属でできていると考えられており，密度が大きい。

木星型惑星とは，太陽から遠い木星，土星，天王星，海王星の４個の惑星をいい，水素やヘリウムなどの軽

い物質でできていると考えられ，密度が小さい。また木星型惑星には，氷や岩石の粒でできているリング（輪）

がある。 

問２ 右の図のように，金星は太陽のほうを向いている側

に光が当たり，その部分が太陽の光を反射して光っ

て見える。イの位置にある金星を地球上から観察す

ると，右の図の矢印の向きに観察することになり，

光が当たっている部分は右側の一部しか見えないの

で，図１のような形に見える。 
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【過去問 28】 

次の問１～問４に答えなさい。 

（徳島県 2018 年度） 

問１ 被子植物の生殖について，(a)・(b)に答えなさい。 

(a) 次の文は，被子植物の受粉について述べたものである。正しい文になるように，文中の①・②について，

ア・イのいずれかをそれぞれ選びなさい。 

おしべの①［ア がく  イ やく］から出た花粉が，めしべの②［ア 柱頭  イ 胚珠］につくこ

とを受粉という。 

(b) 受粉後，精細胞と卵細胞の受精により受精卵ができる。受精卵は体細胞分裂を繰り返して，種子の中の何

になるか，書きなさい。 

問２ 図１は，空気に含まれる気体の体積の割合を示したものである。(a)・(b)に

答えなさい。 

(a) 図１のように，空気に最も多く含まれる気体は窒素である。窒素分子の化

学式を書きなさい。 

(b) １種類の物質でできているものを純物質というのに対して，空気のように

複数の物質でできているものを何というか，書きなさい。 

図１ 

 

問３ 銀河系について，(a)・(b)に答えなさい。 

(a) 銀河系に関する説明として，誤っているものはどれか，ア～エから１つ選びなさい。 

ア 銀河系には，約 2000億個の恒星がある。 

イ 銀河系の中心部に，太陽系は位置している。 

ウ 銀河系は，地球から見ると地球をとり巻く天の川として見える。 

エ 銀河系の外側にも，銀河系のような恒星の集まりが無数にある。 

(b) 銀河系全体を上から見た形に最も似た天体はどれか，ア～エから選びなさい。 

ア イ ウ エ 
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問４ 図２のような装置のＡを－極，Ｂを＋極に接続し，内部の気圧が低い状態

で非常に大きな電圧を加える実験を行った。(a)・(b)に答えなさい。 

(a) 電気が空間を移動したり，たまっていた電気が流れ出したりする現象を何

というか，書きなさい。 

(b) 次の文は，この実験について述べたものである。正しい文になるように，

文中の①・②について，ア・イのいずれかをそれぞれ選びなさい。 

図２ 

 

電流のもとになるものは，①［ア ＋  イ －］の電気をもった非常に小さな粒子であり，これを電

子という。実験では図２のＣの付近のガラス壁が黄緑色に光り，十字板の影ができたことから，電子は，

②［ア ＋極から出て－極  イ －極から出て＋極］へ移動していることがわかる。 

 

問１ 
(a) ①  ②  

(b)  

問２ 
(a)  

(b)  

問３ 
(a)  

(b)  

問４ 
(a)  

(b) ①  ②  

 

問１ 
(a) ① イ ② ア 

(b) 胚 

問２ 
(a) Ｎ２ 

(b) 混合物 

問３ 
(a) イ 

(b) ア 

問４ 
(a) 放電 

(b) ① イ ② イ 

 

問１ (a) おしべのやくから出た花粉が，めしべの先端の柱頭につくことを，受粉という。 

(b) 受粉後，胚珠が変化して種子となり，受精卵は体細胞分裂を繰り返して，種子の中の胚になる。 

問２ (a) 窒素の原子の記号はＮである。気体のうち，窒素，酸素，水素，塩素などは，同じ種類の原子が２個結び

ついて分子をつくっている。よって，窒素を化学式で表すときはＮ２と書く。 

(b) 水素や酸素といった単体や，水や塩化ナトリウムといった化合物など，１種類の物質でできているものを

純物質（純粋な物質）といい，空気や海水など，複数の物質が混ざり合ってできているものを混合物という。 

問３ (a) 銀河系は，直径が約 10万光年（１光年は約９兆 5000億 km）の恒星などの集まりで，太陽系は，銀河系の

中心部から約２万 8000光年の位置にある。よって，イが誤りである。 

(b) 銀河系は，横から見るとレンズ状で，上から見るとアのようなうずまき状の形をしていると考えられてい
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る。 

問４ (a) 電気が空間を移動したり，たまっていた電気が流れ出したりする現象を，放電という。気圧が低い状態の

気体の中を電流が流れる現象は真空放電とよばれ，蛍光灯などに利用されている。 

(b) 電流のもとになるものは，－の電気をもつ電子である。電流が流れるとき，電子は－極から＋極の向きに

移動する。なお，電流の向きは＋極から－極と決められており，電子の移動する向きとは逆である。 
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【過去問 29】 

次の問１，問２に答えなさい。 

（香川県 2018 年度） 

問１ 地球の運動と太陽の動きに関して，次の(1)，(2)の問いに答えよ。 

(1) 太郎さんは，夏至の日に，日本のある地点で太陽の動きを観察するために，図Ⅰのように，午前８時から

午後４時まで，１時間ごとの太陽の位置を透明半球上にフェルトペンで記録し，その後，図Ⅱのように，記

録した点をなめらかな線で結び，透明半球上に太陽の動いた道筋をかいた。図Ⅰ，図Ⅱ中の点Ｏは，透明半

球の中心を表している。図Ⅱ中の点Ｐ，点Ｑは，太陽の動いた道筋を延長した線と透明半球のふちとが交わ

る点であり，点Ｐは日の出の位置を，点Ｑは日の入りの位置を表している。図Ⅲは，点Ｐから点Ｑまで透明

半球上にかいた太陽の動いた道筋に紙テープを重ねて，点Ｐと１時間ごとの太陽の位置と点Ｑを写しとり，

各点の間の長さをそれぞれはかった結果を示したものである。これに関して，あとのａ～ｃの問いに答えよ。 

図Ⅰ 図Ⅱ 

  

図Ⅲ 

 

ａ 太陽の位置を透明半球上に記録するとき，フェルトペンの先のかげが，どの位置にくるようにすればよ

いか。簡単に書け。 

ｂ 図Ⅱの記録から，太陽は透明半球上を東から西へ移動していることがわかる。次の文は，地上から見た

太陽の１日の動きについて述べようとしたものである。文中の     内にあてはまる最も適当な言葉を

書け。また，文中の〔   〕内にあてはまる言葉を，㋐，㋑から一つ選んで，その記号を書け。 

 地上からは，太陽は東から西へ動いているように見える。これは，地球が     を中心にして西から

東へ自転しているために起こる見かけの動きである。また，地球は，１日に１回自転するため，太陽は１

時間に約〔㋐ 15° ㋑ 30°〕ずつ動いているように見える。 

ｃ 図Ⅲの結果において，点Ｐと点Ｑの中点は，図Ⅱにおける透明半球上での太陽の位置が点Ｏに対して真

南にきた時の位置である。この地点における，この日の太陽の南中する時刻は，いつごろであると考えら

れるか。次のア～オから最も適当なものを一つ選んで，その記号を書け。 

ア 午前 11時 50分ごろ イ 午前 11時 55分ごろ ウ 午後０時０分ごろ 

エ 午後０時５分ごろ オ 午後０時 10分ごろ 
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(2) 日本の夏至の日に，赤道上のある地点で太陽の動きを観察すると，透明半球上の太陽の動いた道筋はどの

ようになると考えられるか。次の㋐～㋔のうち，最も適当なものを一つ選んで，その記号を書け。 

㋐ ㋑ ㋒ ㋓ ㋔ 

     

問２ 地震について，次の(1)，(2)の問いに答えよ。 

(1) 図Ⅰは，ある地震について，震源からの距離の異なる２地点Ⓧ，Ⓨで観測された地震計の記録であり，表

Ⅰは，この地震について，図Ⅰの観測地点とは別のⒶ～Ⓓの各地点におけるこの地震の記録をまとめたもの

である。これについて，あとのａ～ｃの問いに答えよ。 

図Ⅰ 表Ⅰ 

 

観測 

地点 

初 期 微 動 の 

始まった時刻 

主 要 動 の 

始まった時刻 

Ⓐ 13時 28分 46秒 13時 28分 50秒 

Ⓑ 13時 28分 50秒 13時 28分 58秒 

Ⓒ 13時 28分 53秒 13時 29分 04秒 

Ⓓ 13時 28分 58秒 13時 29分 14秒 

   

ａ 図Ⅰのように，地震計で記録した地震のゆれに初期微動と主要動がみられる理由として最も適当なも

のを，次のア～エから一つ選んで，その記号を書け。 

ア 地震が起こると，Ｐ波が発生した後にＳ波が発生し，どちらも同じ速さで伝わるから 

イ 地震が起こると，Ｓ波が発生した後にＰ波が発生し，どちらも同じ速さで伝わるから 

ウ 地震が起こると，Ｐ波とＳ波が同時に発生するが，Ｐ波がＳ波よりも速く伝わるから 

エ 地震が起こると，Ｐ波とＳ波が同時に発生するが，Ｓ波がＰ波よりも速く伝わるから 

ｂ 図Ⅰの観測地点Ⓧ，Ⓨのうち，震源に近い観測地点はどちらか。その記号を書け。また，その観測地点

を選んだ理由を簡単に書け。 

ｃ 表Ⅰをもとにして，初期微動の始まつた時刻と初期微動継続時間との関係をグラフに表し，この地震の

発生時刻を求めたい。グラフの横軸のそれぞれの（  ）内に適当な数値を入れ，初期微動の始まった時

刻と初期微動継続時間との関係をグラフに表せ。また，そのグラフより地震発生時刻は 13 時何分何秒と

考えられるか。 
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(2) 表Ⅱは，香川県が発表した「香川県地震・津波被害想定」をもとに，香川県が被害を想定している地震に

ついてまとめたものである。また，図Ⅱは，それらの地震が発生すると考えられている場所について示した

ものである。これについて，あとのａ，ｂの問いに答えよ。 

表Ⅱ 

 プレートの境界で起こる海溝型地震 プレート内で起こる直下型地震（内陸型地震） 

震源の場所 南海トラフ付近 中央構造線 長尾断層 

地震の規模 Ｍ8.7（最大Ｍ9.0） Ｍ8.0 Ｍ7.1 

津波被害の想定 有 無 無 
 

ａ 表Ⅱ中の直下型地震（内陸型地震）は，図Ⅱに示した中央構造線

や長尾断層のような，過去にくり返し地震を起こした証拠があり，

今後もずれを生じて地震を起こす可能性があると考えられる断層

によって引き起こされる。このような断層は何と呼ばれるか。その

名称を書け。 

ｂ 表Ⅱで，内陸型地震については津波被害の想定がされていない

が，震源が南海トラフ付近にある海溝型地震では津波が起こると想

定されている。その理由を，地震により津波が発生するしくみから

考えて， 震源 変動 の言葉を用いて簡単に書け。 

 

図Ⅱ 
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問１ 
(1) 

ａ フェルトペンの先のかげが         にくるようにする。 

ｂ 
言葉  

記号  

ｃ   

(2)   

問２ 

(1) 

ａ   

ｂ 

観測地点   

理由  

ｃ 

 

地震発生時刻 13時    分    秒 

(2) 

ａ   

ｂ 
 

 ときに津波が発生するから。 
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問１ 
(1) 

ａ フェルトペンの先のかげが 点Ｏ にくるようにする。 

ｂ 
言葉 地軸 

記号 ㋐ 

ｃ エ 

(2) ㋑ 

問２ 

(1) 

ａ ウ 

ｂ 

観測地点 Ⓧ 

理由 
例 

観測地点Ⓧの方が，初期微動継続時間が短いから。 

ｃ 

 

地震発生時刻 13時   28 分  42 秒 

(2) 

ａ 活断層 

ｂ 

例 

震源が海底にあり，地震により海底が急激に変動した 

ときに津波が発生するから。 

 

問１ (1) ａ フェルトペンの先のかげが点Ｏの位置にくるようにすることで，観測地点から見た太陽の位置を透明

半球上に記録することができる。 

ｂ 地球は地軸を中心として，１日に１回西から東へ自転しており，地上から太陽が動いているように見える

のは，この自転によるものである。地球は 24 時間で 360°動いているので，１時間で 15°動いていることに

なる。 

 ｃ 点Ｐと点Ｑの中点となるのは，
 7.9＋2.5×８＋8.3 

 ２
＝18.1〔cm〕，18.1－7.9－2.5×４＝0.2〔cm〕 

 より，午後０時に記録した点よりも点Ｑ側に 0.2cmずれたところである。１時間に動いた太陽の軌道を 

 透明半球上に表した長さが 2.5cmなので，0.2cmは，
 0.2〔cm〕 

 2.5〔cm〕 
×60〔分〕＝4.8〔分〕より，およそ５分 

 かけて太陽が動いた軌道の長さを表している。つまり，この日の太陽が南中する時刻は，およそ午後０時５分

である。 

(2) 地球は公転面に対して地軸を傾けた状態で公転しており，北半球が夏のときは北半球を太陽側に傾けた状

態となっている。このとき赤道上の地点からは，太陽は常に北寄りの位置を㋑のように動いていくように見

える。 

問２ (1) ａ Ｐ波とＳ波は地震が起きるのと同時に発生するが，初期微動をもたらすＰ波の方が主要動をもたらす
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Ｓ波よりも速く伝わる。この２つの波が伝わる時間の差が初期微動継続時間となる。 

ｂ 初期微動継続時間は震源から遠い観測地点ほど長くなる。観測地点ⓍとⓎではⓍの方が初期微動継続時間

が短いので，震源に近いと考えられる。 

ｃ 表Ⅰからそれぞれの観測地点での初期微動継続時間を求めると，Ⓐでは４秒，Ⓑでは８秒，Ⓒでは 11 秒，

Ⓓでは 16 秒となる。これらの結果から初期微動の始まった時刻と初期微動継続時間の関係をグラフに表し，

初期微動継続時間が０となるときの時刻を読みとると，地震発生時刻がわかる。 

(2) ａ 直下型地震（内陸型地震）は活断層によって引き起こされる。このような地震はプレートの境界で起こ

る海溝型地震よりもマグニチュードは小さいことが多いが，震源が浅いために地上ではゆれが激しくなり，

大きな被害が出ることも多い。 

ｂ 震源が海底にあると，海底が隆起するなどの激しい変動が起きるため，大きな津波が発生することがあ

る。 
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【過去問 30】 

太陽と火山に関する次の問１・問２に答えなさい。 

（愛媛県 2018 年度） 

問１ ［観察］ある年の７月 10日の正午頃，図１

のような天体望遠鏡を用いて，太陽の像が，

太陽投影板上の記録用紙にかいた直径 10cm

の円に合うようにピントを合わせ，黒点Ａの

位置と様子を観察し，スケッチした。
きょう

鏡
とう

筒を

固定すると，太陽の像が動き，数分で記録用

紙から外れていくので，その向き 

図１ 図２ 

  

 を矢印で記録した。図２は，その観察記録である。このような観察を正午頃

に数日間行い，７月 10日，12日，14日の黒点Ａの位置と様子を，図３のよ

うにまとめた。 

(1) 太陽や，星座を形づくる星は，自ら光を出して輝いている。このような天

体は何と呼ばれるか。その名称を書け。 

(2) 黒点の光が，周囲より弱く，暗く見えるのはなぜか。その理由を解答欄の

書き出しに続けて簡単に書け。 

図３ 

 

(3) 図２において，矢印で記録した，太陽の像が動いた向きを    とする。   に当てはまる言葉を，東，

西，南，北の中から一つ選んで書け。 

(4) 次のア～エのうち，図３のように，黒点が，左から右へ移動して見える原因として，最も適当なものを一

つ選び，その記号を書け。 

ア 地球の自転 イ 地球の公転 ウ 太陽の自転 エ 太陽の公転 

(5) 黒点Ａは，図３の枠Ｐの位置に移動したとき，どのように見えるか。次のア～エのうち，枠Ｐの位置の黒

点Ａのスケッチとして，最も適当なものを一つ選び，その記号を書け。ただし，太陽の表面上での黒点Ａの

形に変化はなかったものとする。 

ア  イ  ウ  エ  

(6) 次の文の①の｛ ｝の中から，適当なものを一つ選び，その記号を書け。また，②に当てはまる適当な言

葉を書け。 

 地球から見た太陽は，星座の位置を基準とすると，１年かけて星座の間を①｛ア 東から西  イ 西

から東｝へ移動してもとの位置にもどっているように見える。このときの太陽の通り道を， 

 ②  と呼ぶ。 



13 地球と宇宙(中３) 天体の運動・季節の変化・惑星ほか 2018 年度 

89 

問２ 火山には，図４のＡ～Ｃのように異なるいくつかの形状があり，噴出する火

山灰に含まれる鉱物の種類や割合にも特徴がある。図５のｘ～ｚは，それぞれ，

図４のＡ～Ｃの形状のいずれかの火山から噴出した火山灰を，双眼実体顕微鏡

で観察し，スケッチしたものである。 

(1) 鉱物は，いくつかの平面に囲まれた規則正しい形をしており，火山岩中では
はん

斑
しょう

晶として観察される。鉱物のような，規則正しい形をした固体の物質は何と

呼ばれるか。その名称を書け。 

図４ 

 

(2) 図４のＡ～Ｃの火山から噴出した火山灰は，図５のｘ～ｚの火

山灰のそれぞれどれに当たるか。次のア～エのうち，火山と噴出し

た火山灰の組み合わせとして，最も適当なものを一つ選び，ア～エ

の記号で書け。 

ア Ａとｘ，Ｂとｙ，Ｃとｚ  

イ Ａとｘ，Ｂとｚ，Ｃとｙ 

ウ Ａとｚ，Ｂとｘ，Ｃとｙ  

エ Ａとｚ，Ｂとｙ，Ｃとｘ 

図５ 

 

(3) 次の文の①，②の｛ ｝の中から，それぞれ最も適当なものを一つずつ選び，その記号を書け。 

 図４のＡ～Ｃの火山のうち，Ａの火山を形成したマグマの粘りけが，最も①｛ア 強い  イ 弱い｝。

また，Ａの火山が噴火した場合は，②｛ウ 激しい  エ 穏やかな｝噴火になることが多い。 

 

問１ 

(1)   

(2) 周囲より  

(3)  

(4)  

(5)  

(6) ①  ②  

問２ 

(1)  

(2)  

(3) ①  ②  
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問１ 

(1) 恒星 

(2) 周囲より  温度が低いから。 

(3) 西 

(4) ウ 

(5) ウ 

(6) ① イ ② 黄道 

問２ 

(1) 結晶 

(2) イ 

(3) ① ア ② ウ 

 

問１ (1) 太陽などのように，自ら光を出して輝いている天体を恒星という。 

(2) 太陽の表面温度は約 6000℃で，黒点の温度は約 4000℃である。 

(3) 地球の自転によって，１日のうちに太陽は東から西へ動くように見える。したがって，太陽の像が動いた

向きを西とする。 

(4) 太陽の自転によって，黒点の位置は日がたつほど東から西へ動く。 

(5) 太陽は球形をしているため，黒点の形は中心部ではアのような円形であっても，周辺部ではウのような楕

円形に見える。 

(6) 地球の公転によって，太陽は西から東へ移動し，１年後にもとの位置にもどるように見える。このときの

太陽の通り道を黄道という。 

問２ (1) 純粋な物質で，規則正しい形をした固体を結晶という。鉱物も結晶である。 

(2)，(3) マグマの粘りけによって，火山の形は変わる。マグマの粘りけが強い火山から，Ａ→Ｃ→Ｂの順であ

る。マグマの粘りけが強いほど火山灰は白っぽく，粘りけが弱いほど火山灰は黒っぽい。ｘ～ｚのうち，最

も白っぽいのはｘ，最も黒っぽいのはｚなので，Ａ―ｘ，Ｂ―ｚ，Ｃ―ｙの組み合わせである。また，マグ

マの粘りけが強い火山ほど激しい噴火をするので，噴火が激しい火山から，Ａ→Ｃ→Ｂの順である。 
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【過去問 31】 

次の問１～問４に答えなさい。 

（高知県 2018 年度 A） 

問１ 右の図は，固体の氷を加熱したときの状態変化につい

て，温度と加熱した時間の関係を模式的に表したもので

ある。固体の氷を加熱すると液体の水になり，さらに加熱

すると気体の水蒸気になる。このことについて，次の(1)・

(2)の問いに答えよ。 

(1) 図中のＡ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅの部分のうち，液体の水が存

在するのはどれか。すべて選び，その記号を書け。 

 

(2) 冬季の湖には，その表面に氷が浮いていることがある。これは湖の水が氷に状態変化したためである。氷

が水に浮く理由として正しいものを，次のア～エから一つ選び，その記号を書け。 

ア 水が氷に状態変化すると体積は変化しないが，質量が大きくなるため。 

イ 水が氷に状態変化すると体積は変化しないが，質量が小さくなるため。 

ウ 水が氷に状態変化すると質量は変化しないが，体積が大きくなるため。 

エ 水が氷に状態変化すると質量は変化しないが，体積が小さくなるため。 

問２ エンドウの種子の形が遺伝によってどのような種子の

形で現れるかを調べるため，次の実験を行った。丸い種子

をつくる純系のエンドウと，しわのある種子をつくる純

系のエンドウとを親として受粉させたところ，子として

できた種子はすべて丸い種子であった。次に，子の丸い種

子をまいて育てたエンドウを自家受粉させると，孫とし

て丸い種子としわのある種子の両方ができた。右の図は，

この実験の結果を模式的に表したものである。このこと

について，次の(1)～(3)の問いに答えよ。 
 

(1) 丸い種子の形質を伝える遺伝子をＡ，しわのある種子の形質を伝える遺伝子をａとするとき，図中の①の

丸い種子の形質をもつエンドウの遺伝子の組み合わせと，図中の②のしわのある種子の形質をもつエンドウ

の遺伝子の組み合わせとして最も適切なものを，次のア～エから一つ選び，その記号を書け。 

ア ①―Ａａ  ②―ａａ イ ①―Ａａ  ②―Ａａ 

ウ ①―ＡＡ  ②―ａａ エ ①―ＡＡ  ②―Ａａ 

(2) 図中の③の丸い種子の形質のように，対立形質をもつ純系の親どうしをかけ合わせたとき，子に現れる形

質を何というか，書け。 

(3) 図中の【孫】の種子全体の数は 6000個だった。このとき，④のしわのある種子のおよその個数として最

も適切なものを，次のア～エから一つ選び，その記号を書け。 

ア 1500個 イ 2000個 ウ 3000個 エ 4500個 
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問３ 音の大きさと高さを調べるために，右の図のように，コンピュータに

マイクロホンをつなぎ，おんさを使って，次の実験Ⅰ～Ⅲを行った。こ

のことについて，(1)・(2)の問いに答えよ。ただし，実験Ⅰ～Ⅲにおける

マイクロホンとおんさとの距離は変えないものとする。 

 

実験Ⅰ おんさをたたいて，その直後に出た音をマイクロホンを通してコンピュータに入力し，画面に表示さ

れた波形を観察した。 

実験Ⅱ おんさを実験Ⅰよりも強くたたいて，実験Ⅰと同じ方法で波形を観察した。 

実験Ⅲ 実験Ⅰで使ったおんさを，このおんさより高い音の出るおんさに取りかえて，実験Ⅰと同様の実験を

行った。 

(1) 次の文は，この実験でおんさをたたいたときの音の伝わり方について述べたものである。文中の  

 Ｘ  に当てはまる語を書け。 

おんさをたたくと，おんさが振動し，その振動が  Ｘ  を振動させ，音としてマイクロホンに伝わっ

た。 

(2) 右の図は，実験Ⅰにおいてコンピュータの画面に表示された波形である。画

面の横軸は時間，縦軸は振幅を表している。実験Ⅱ，Ⅲにおいて，コンピュー

タの画面に表示された波形として最も適切なものを，それぞれ次のア～エから

一つずつ選び，その記号を書け。ただし，ア～エの画面の目盛りのとり方は，

右の図とすべて同じである。  

 ア イ ウ エ 

 

     

問４ だいすけさんは，高知県のある地点で，時期を変え

て同じ時刻にオリオン座を観察した。右の図は，だいす

けさんが一定期間ごとに観察したオリオン座のようす

を模式的に表したものである。このことについて，次の

(1)・(2)の問いに答えよ。  

(1) 星座を形づくる恒星は，観測者には自分を中心とする見かけ上の大きな球形の天井に沿って移動してい

るように見える。この見かけ上の球形の天井を何というか。 

(2) ある日，だいすけさんがオリオン座を観察すると，21時に真南の位置に見えた。30日後に同じ地点で観

察するとき，オリオン座が真南の位置に見える時刻として最も適切なものを，次のア～エから一つ選び，そ

の記号を書け。 

ア 19時ごろ イ 20時ごろ ウ 22時ごろ エ 23時ごろ 
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問１ 
(1)  

(2)  

問２ 

(1)  

(2)   形質 

(3)  

問３ 

(1)  

(2) 
実験Ⅱ  

実験Ⅲ  

問４ 
(1)  

(2)  

 

問１ 
(1) Ｂ，Ｃ，Ｄ 

(2) ウ 

問２ 

(1) ウ 

(2) 優性 形質 

(3) ア 

問３ 

(1) 空気 

(2) 
実験Ⅱ エ 

実験Ⅲ イ 

問４ 
(1) 天球 

(2) ア 

 

問１ (1) 固体の氷を加熱すると０℃で固体（氷）から液体（水）に，100℃で液体から気体（水蒸気）に状態変化

し，状態変化しているときは温度の変化がなくなるので，グラフは水平になる。したがって，Ａでは固体，Ｂ

では固体と液体，Ｃでは液体，Ｄでは液体と気体，Ｅでは気体として存在する。 

(2) 水が液体から固体に状態変化すると，質量は変化しないが，体積は大きくなるので，密度は小さくなる。

したがって，密度の関係が「固体の氷＜液体の水」となるため，氷は水に浮く。 

問２ (1) 純系とは，自家受粉によって代を重ねても同じ遺伝子を受けつぐため，形質が同じになるものである。こ

の問いの場合，純系のエンドウの遺伝子の組み合わせはＡＡかａａで，丸い種子の①がＡＡ，しわのある種子

の②がａａである。 

(2) ①からＡ，②からａを受けつぐため，③の遺伝子の組み合わせはＡａである。このとき現れる形質（丸い

種子をつくる）を優性形質，現れない形質（しわのある種子をつくる）を劣性形質という。 

(3) Ａａのエンドウを自家受粉させると，孫の遺伝子の組み合わせはＡＡ：Ａａ：ａａ＝１：２：１と 

 なり，形質は丸：しわ＝３：１となる。種子全体が 6000個なので，しわのある種子の数は 6000×
１

 ３＋１ 
＝

1500〔個〕である。 

問３ (1) おんさをたたくと，おんさが振動して音が出る。おんさの振動によって空気が振動し，空気の振動がマイ

クロホンに伝わると，電気信号にかえられてコンピュータに波形として表示される。 

(2) 実験Ⅱでは，音は大きくなるが高さは変わらないので，波形は振幅が大きくなるが振動数は変わらないエ

が正解。実験Ⅲでは，音の高さは高くなるが，大きさは変わらないので，波形は振動数が多くなるが振幅は
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変わらないイが正解。 

問４ (1) 星が動いて見える，見かけ上の球形の天井を天球という。 

(2) 星の位置は，地球の公転により，１か月（30日）で 30°西へ移動して見える。また，星の位置は，地球の

自転により，１時間に 15°（２時間に 30°）西へ移動して見える。したがって，30 日後の 21 時には真南

から西へ 30°ずれた位置に見え，その２時間前の 19時に真南に見える。 
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【過去問 32】 

福岡県のある地点で，よく晴れた
げ

夏
し

至，
とう

冬
じ

至，それぞれの日に，太陽の１日の動きを調べるために，
とう

透
めい

明
はん

半
きゅう

球

を用いて，次の    内の手順で観察を行った。図１は，その観察結果である。 

（福岡県 2018 年度） 

【手順】 

① 白い紙に透明半球と同じ直径の円をか

き，円の中心を通る２本の直角な線を引

いて，透明半球を円に合わせて固定する。 

② 固定した透明半球を水平なところに置

いて，２本の線を東西南北に合わせる。 

③ ９時から 15時まで１時間ごとに，太陽

の位置を示す印を，油性ペンで透明半球

上につける。 

④ 記録した太陽の位置を示す印をなめら

かな線で結び，その線を透明半球の
ふち

縁ま

で延長する。 

図１ 

 









   Ｏは，白い紙に透明半球と同じ直径の円をかいた  

  ときの中心で，
 

ア，イは，観察したそれぞれの日の，  

  太陽の
みち

道
すじ

筋を示し，Ａ～Ｄの印は，ア，イと透明半  

  球の
 

縁との交点である。

  

問１ 下線部について，透明半球上のどの位置に印をつけるか。「油性ペンの先端の」という書き出しで，簡潔

に書け。 

問２ 冬至の日の，日の入りの位置として適切なものを，図１のＡ～Ｄから１つ選び，記号で答えよ。 

問３ ア，イにそって，それぞれ別の紙テープをあて，Ａ～Ｄの印と太陽の１時間ごとの位置の印を  印で写し

とり，  印の間隔をはかった。図２は，その模式図であり，次の    内は，図２から考察した内容の一部で

ある。 

図２ 

 

１時間ごとの  印の間隔が等しいことから，天球上を太陽が動く速さは一定であることがわかる。これは，

地球が一定の速さで自転しているからである。また，夏至の日と冬至の日の昼の長さが，Ｐ（  時間  分）

違うことがわかる。これは，地球が（ Ｑ ）からである。 

(1) 文中のＰの（ ）にあてはまる時間は，何時間何分か。 

(2) 文中の（ Ｑ ）にあてはまる内容を，「公転面」という語句を用いて，簡潔に書け。 
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問１ 
油性ペンの先端の 

 

問２   

問３ (1)  時間       分 

問４ (2)  

 

問１ 

油性ペンの先端の 

例 

影がＯと一致する位置に印をつける。 

問２ Ｂ 

問３ (1) ４ 時間 30 分 

問４ (2) 
例 

公転面に対して地軸を傾けたまま，公転している。 

 

問１ 図１のような透明半球を使った太陽の１日の動きの観察では，透明半球が天球，Ｏが観察者の位置だと考え

られるので，透明半球に印をつけるときには，油性ペンの先端の影がＯと一致する位置に印をつけ，太陽－印

－Ｏが一直線上に並ぶようにする。 

問２ 図１の太陽の動きの記録から，図１では左側が南，手前が東，奥が西の方向である。また，夏至の日と冬至

の日では南中時の太陽の高度は夏至の日のほうが高いので，図１のアが冬至の日の記録，イが夏至の日の記録

である。太陽は東から出て西に沈むので，冬至の日の日の出の位置はＡ，日の入りの位置はＢである。 

問３ (1) 紙テープ上で太陽は１時間に 4.0cm 動いており，冬至の日の日の出から日の入りまでが 39.0cm，夏至の

日の日の出から日の入りまでが 57.0cm であるので，夏至の日と冬至の日の昼の長さの違いは，（57.0－39.0）

〔cm〕÷4.0〔cm〕＝4.5より，4.5時間，すなわち４時間 30分違う。 

(2) 季節によって太陽の高度が変化したり，昼の長さが変化したりするのは，地球が公転面に対して地軸を

66.6゜（または公転面に立てた垂線に対して 23.4゜）傾けたまま，公転しているからである。 
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【過去問 33】 

次の問１～問３に答えなさい。 

（佐賀県 2018 年度 特色） 

問１ 宇宙には多数の恒星が存在しており，太陽もその中の一つである。(1)，(2)の問いに答えなさい。 

(1) 次の文は，太陽系が所属している恒星の集団について述べたものである。文中の（ ａ ），（ ｂ ）に

あてはまる語句をそれぞれ書きなさい。 

太陽系が所属している数千億個の恒星からなる集団を特に（ ａ ）という。これは円盤状の形をして

いる。星座をつくる近くの恒星に対して，円盤部分に分布する遠くの恒星は，地球から見ると帯状に見え

る。これは，（ ｂ ）とよばれる。 

(2) 図１は，太陽系が所属している数千億個の恒星からなる集団をある方向から見た模式図である。太陽系が

存在する位置として最も適当なものを，図１のア～エの中から一つ選び，記号を書きなさい。 

図１  

問２ 太陽に関する(1)，(2)の問いに答えなさい。 

(1) ある年の１月下旬に，毎日同時刻に望遠鏡で太陽を観察した。図２は，投影板上で太陽の像と記録用紙の

円が一致した時に，黒点の位置と形をスケッチしたものである。 

 このスケッチで黒点の位置が変化していることから，太陽に関してわかることとして最も適当なものを，

ア～エの中から一つ選び，記号を書きなさい。 

図２  

ア 太陽の表面が高温であること 

イ 太陽の表面が気体であること 

ウ 太陽が自転をしていること 

エ 太陽の直径は地球の約 100倍あること 
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(2) 太陽の表面に見える黒点について述べた文として最も適当なものを，次のア～エの中から一つ選び，記号

を書きなさい。 

ア 黒点の温度は約 4000℃であり，黒点の数が少ないほど太陽の活動は活発である。 

イ 黒点の温度は約 4000℃であり，黒点の数が多いほど太陽の活動は活発である。 

ウ 黒点の温度は約 10000℃であり，黒点の数が少ないほど太陽の活動は活発である。 

エ 黒点の温度は約 10000℃であり，黒点の数が多いほど太陽の活動は活発である。 

問３ 太陽と太陽系に関する(1)～(3)の各問いに答えなさい。 

(1) 太陽系の惑星について述べた文として最も適当なものを，次のア～エの中から一つ選び，記号を書きなさ

い。 

ア 火星は直径が地球のほぼ半分であり，表面は液体の水におおわれている。 

イ 金星は地球とほぼ同じ大きさであり，大気の主成分は二酸化炭素である。 

ウ 木星は太陽系最小の惑星であり，表面は岩石におおわれている。 

エ 土星は太陽系最大の惑星であり，大気の主成分は水素である。 

(2) 月を観察したところ，東からのぼった月はしばらくして欠け始め，欠けた部分が最大になった後，元の形

に戻り，その後西に沈んだ。この月食のことを述べた文として最も適当なものを，次のア～エの中から一つ

選び，記号を書きなさい。 

ア 月がのぼるときは満月であった。 

イ 月が欠けているとき，観察した地点は月の影に入っていた。 

ウ 月の欠け始めから欠け終わりまでの時間は，地球の自転周期によって決まっている。 

エ 月が沈んだのは，真夜中の０時ころであった。 

(3) 図３は，ある日の太陽，金星，地球の位置関係を模式的に表し

たものである。この日の半年後に地球から金星を観察したとき，

金星はいつ頃，どの方向に見えるか。次のア～オの中から一つ選

び，記号を書きなさい。ただし，図の矢印は，惑星の公転の方向

を表しており，金星の公転周期を 0.62年とする。 

ア 明け方の東の空に見える。 

イ 明け方の西の空に見える。 

ウ タ方の東の空に見える。 

エ タ方の西の空に見える。 

オ １日をとおして北の空に見える。 

図３ 

 

 



13 地球と宇宙(中３) 天体の運動・季節の変化・惑星ほか 2018 年度 

99 

問１ 
(1) 

ａ  

ｂ  

(2)  

問２ 
(1)  

(2)  

問３ 

(1)  

(2)  

(3)  

 

問１ 
(1) 

ａ 銀河系 

ｂ 天の川 

(2) イ 

問２ 
(1) ウ 

(2) イ 

問３ 

(1) イ 

(2) ア 

(3) ア 

 

問１ (1) 銀河系はうずを巻いた円盤状で，銀河系の恒星は，地球から見ると帯状の天の川として見える。 

(2) 銀河系の端から端までは約 10万光年あり，銀河系の中心から約 2万 8000光年の位置に太陽系がある。 

問２ (1) 黒点の位置が少しずつ移動していくのは，太陽が自転しているからである。 

(2) 太陽の表面の温度は約 6000℃で，黒点の温度はそれより低い約 4000℃である。太陽の活動が活発なほど，

黒点の数は多くなる。 

問３ (1) 火星は地球型惑星であり，表面は岩石におおわれているので，アは誤り。太陽系最大の惑星は木星だから，

ウ，エも誤り。 

(2) 月食が起こるのは満月のときである。 

(3) 地球は半年で 360°×
１

 ２ 
 ＝180°公転する。金星が半年（0.5

年）で公転する角度を x°とすると，360：0.62＝x：0.5， 

 x＝290.3…より，それぞれ右の図のように， の位置から の位

置に移動していると考えられる。この位置関係のとき，金星は明

け方の東の空に見える。 
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【過去問 34】 

次の文を読んで，あとの問いに答えなさい。 

（長崎県 2018 年度） 

図１は，日本のある場所で１週間同じ時刻に観察した月の形と位置を表したものである。日がたつにつれて，

月が形を変えながら移動していく様子が見られた。また，図２は地球の北極側から見た，地球のまわりを動く

月の軌道と，太陽の光を模式的に示したものである。 

図１ 図２ 
  

問１ 月が輝いて見える理由を説明した文として最も適当なものは，次のどれか。 

ア 月が自ら光を出しているから。 

イ 月が地球の光を反射しているから。 

ウ 月が太陽の光を反射しているから。 

エ 月が太陽の光を屈折させているから。 

問２ 図１のＡのように月が見えたとき，図２の月の位置として最も適当なものを，ア～エから選べ。また，同

じ時刻に見える月の位置は，日がたつにつれて図１のＸ，Ｙのどちらの方向に移動したか。 

問３ 月の形が変わっていくように見えるのは，図２のように月が地球のまわりを動いているからである。この

ように，天体がほかの天体のまわりを動いていることを何というか。 

問４ 地球から見ると，月が満ち欠けをするように，金星も満ち欠けをする。図３は，ある日の

金星が見える時間帯に，天体望遠鏡で観察した金星の見え方を，肉眼で見たときの向きに直

したものである。図３の金星を観察した時間帯と方角として最も適当なものは，次のどれか。 

ア 明け方，東 イ 明け方，西 ウ タ方，東 エ タ方，西 

図３ 

 

問５ 問３の月の動きによって，日食が起きることがある。太陽が図４のように見

える日食を何というか。 

問６ 日食が起きる理由を，太陽，地球，月の位置関係にふれて説明せよ。 

図４ 
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問１  

問２ 
位置   

移動方向   

問３  

問４  

問５  

問６  

 

問１ ウ 

問２ 
位置 ア 

移動方向 Ｘ 

問３ 公転 

問４ ア 

問５ 金環日食 

問６ 太陽，月，地球が一直線に並び，月が太陽をかくすから。 

 

問１ 月が輝いて見えるのは太陽の光を反射しているからである。太陽の光を反射していない部分は輝いて見えな

いため，月は位置によって満ち欠けしているように見える。 

問２，問３ 図１のＡのような半月（上弦の月）が見えるとき，月の右側に太陽の光が当たっており，その光が当

たっている部分がちょうど半分だけ地球から見えていることになる。このように月が見えるのは，図２のアの

位置に月があるときである。また，月は図２のア→イ→ウ→エの向きに公転しているので，毎日同じ時刻に観

察すると，しだいに西から南，東へと位置がずれていく。また，太陽の光が当たっている部分がより多く見え

るようになるので，月が満ちていき，イの位置になると満月となる。 

問４ 内惑星である金星は，地球よりも内側を公転しているため，夕方に西の空か，明け方に東の空でしか観察で

きない。したがって，イ，ウは誤りである。図３では左側が輝いており，これは明け方，東の空で観察できる

金星の見え方である。 

問５，問６ 地球と太陽の間に月が入って一直線に並び，太陽の一部または全部が地球から見える月にかくされて

見えなくなることによって日食が起きる。地球から見える月が太陽をおおいきれず，図４のように，太陽が細

い輪の形に見える日食を金環日食という。 
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【過去問 35】 

次の各問いに答えなさい。 

（熊本県 2018 年度） 

問１ 
ゆ

由
か

香さんと
たく

拓
や

也さんは，学校の近くを流れるＸ川とＹ川の二つの川において，６地点の河原で見られた岩

石を採集し，ルーペなどを使って岩石の種類を調べた。その後，Ｘ川とＹ川の周辺の地表に分布する岩石に

ついてインターネットを利用して調べた。 

８図は，岩石を採集したＡ～Ｆ地点と，地表に

火山岩および堆積岩が分布する場所を示したもの

である。また，９表は，Ａ～Ｆ地点で採集した岩

石の主な種類を示したものである。 

９表 

８図 

 

  採集した岩石の主な種類 

 Ａ地点 砂岩，泥岩，安山岩 

 Ｂ地点 砂岩，泥岩，石灰岩，チャート，安山岩 

 Ｃ地点 砂岩，泥岩，石灰岩，チャート，安山岩 

 Ｄ地点 砂岩，泥岩，チャート，安山岩 

 Ｅ地点 砂岩，泥岩，安山岩 

 Ｆ地点 安山岩 

   

(1) 採集した石灰岩とチャートのそれぞれに，うすい塩酸を数滴ずつかけたとき，表面から激しく気体が発生す

るのは①（ア 石灰岩  イ チャート）である。また，発生する気体は②（ア 酸素  イ 二酸化炭素）

である。 

 ①，②の（  ）の中からそれぞれ正しいものを一つずつ選び，記号で答えなさい。 

(2) 採集した砂岩をつくつている粒は，安山岩をつくっている粒と比べて，形が①（ア 角ばっている  イ 

丸みをおびている）ものが多い。また，採集した砂岩と泥岩は，    ②     によって区別すること

ができる。 

 ①の（  ）の中から正しいものを一つ選び，記号で答えなさい。また， ②  に適当なことばを入れな

さい。 

調査を終えて，二人は次のような会話をした。 

由香：Ｘ川のＣ地点やＹ川のＤ地点のように，Ⓐ地表に堆積岩が分布する場所の河原で安山岩が見られたの

はなぜかしら。 

拓也：川の流れを考えるとわかるかもしれないよ。それに，採集した地点によって，堆積岩の種類がちがっ

ていることも興味深いね。 

由香：Ⓑ地表に特定の種類の堆積岩が分布する場所についても，もっとくわしく調べたいね。 

(3) 下線部Ⓐについて，Ｘ川のＣ地点やＹ川のＤ地点で安山岩が見られたのはなぜか。その理由を，川の流れ

をふまえて書きなさい。 
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(4) 下線部Ⓑについて，９表をもとに，８図の  で示したａ，ｂの地表に分布する堆積岩の種類として

適当なものをそれぞれ一つずつ選び，岩石名で答えなさい。ただし，ａ，ｂの地表にはそれぞれ特定の種類

の堆積岩だけが分布し，８図中の他の場所には分布していないものとする。 

問２ 
あや

綾
か

香さんは熊本県のある場所で，ある日の日中に，画用紙の上に透明半球を固定して水平に置き，太陽の

１日の動きについて観測を行った。10図は，９時から 17時までの１時間ごとに，ペンの先端の影が点Ｏと

一致するようにして太陽の位置を記録し，それらの点をなめらかな曲線で結び，透明半球のふちまでのばし

たものである。ただし，点Ｘと点Ｙは，のばした曲線と透明半球のふちが交わった位置を表し，点Ｚは，太

陽が南中したときの位置を表している。 

(1) 10図に見られるような太陽の動きは，地球の  

 ①  という運動によって起こる見かけの動

きであり，このような太陽の１日の動きを，太

陽の  ②  運動という。 

  ①  ， ②  に適当な語を入れなさい。 

(2) 綾香さんは，10図の記録をもとに，観測を行

った日の登校時刻である７時 40 分の太陽の位

置を，透明半球にかき入れることにした。そこ

で，１時間ごとに記録したとなり合う点と点の 

10図 

 

間の曲線の長さを測定したところ，すべて 2.7cmであった。また，９時に記録した点と，点Ｘの間の曲線の

長さは 9.9cmであった。観測を行った日の７時 40分の太陽の位置は，点Ｘから何 cm離れた曲線上の位置に

かき入れるとよいか，答えなさい。 

次に綾香さんは，10 図の観測を行った熊本

と，
さっ

札
ぽろ

幌における太陽の１日の動きを比べるた

め，観測を行った日の昼の長さと太陽の南中高

度についてそれぞれ調べ，11表のようにまとめ

た。 

11表 

 昼の長さ 太陽の南中高度 

熊本 14時間８分 78.9° 

札幌 15時間５分 68.6° 

   

(3) 12図は，10図の透明半球を西側から真横に見

た模式図である。11表から，10図の観測を行っ

た日に札幌で同様の観測を行った場合，札幌に

おける太陽の動きはどうなると考えられるか。

12図を参考にして，解答用紙の図中の  

をなぞって  で示しなさい。 

12図 

 

さらに綾香さんは，熊本と札幌の，季節による昼の長さの変化と太陽の南中高度の変化をそれぞれ調

べた。 

13図は，熊本と札幌における昼の長さの変化を，14図は，熊本と札幌における太陽の南中高度の変化
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を，それぞれ示したものである。 

13図 14図 

  

(4) 13図について正しく説明しているものはどれか。次のア～エから二つ選び，記号で答えなさい。 

ア 夏至の日と冬至の日のどちらも，札幌の昼の長さの方が，熊本の昼の長さよりも長い。 

イ 春分の日と秋分の日のどちらも，熊本の昼の長さと札幌の昼の長さがほぼ等しい。 

ウ 春分の日から夏至の日にかけて，熊本と札幌のどちらも昼の長さが長くなっていくが，熊本の昼の長さ

の方が，より長くなっていく。 

エ 熊本における夏至の日の昼の長さと冬至の日の昼の長さとの差の方が，札幌における夏至の日の昼の

長さと冬至の日の昼の長さとの差よりも小さい。 

(5) 綾香さんは，14図をもとに，季節による太陽の南中高度の変化について次のようにまとめた。 

 ①，②の（  ）の中からそれぞれ正しいものを一つずつ選び，記号で答えなさい。 

・熊本と札幌のそれぞれの場所で，季節によって南中高度が変化するのは，地軸が地球の公転面に垂直な

方向に対して一定の角度で傾いているからである。この地軸の傾きは，それぞれの場所における夏至の

日の南中高度と，①（ア 春分の日または秋分の日  イ 冬至の日）の南中高度との差とほぼ等しい。 

・熊本の南中高度と札幌の南中高度に，年間を通して一定の差が見られるのは，熊本と札幌の②（ア 標高  

イ 経度  ウ 緯度）のちがいによるものである。 
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問１ 

(1) ①  ②  

(2) 
①  

②  

(3)  

(4) ａ  ｂ  

問２ 

(1) ①  ②  

(2)   cm 

(3) 

 

(4)   

(5) ①  ②  



13 地球と宇宙(中３) 天体の運動・季節の変化・惑星ほか 2018 年度 

106 

 

 

問１ 

(1) ① ア ② イ 

(2) 
① イ 

② 岩石をつくる粒の大きさ 

(3) 
上流に分布する安山岩の一部がけずられ，その岩石が下流へ運

ばれたから。 

(4) ａ 石灰岩 ｂ チャート 

問２ 

(1) ① 自転 ② 日周 

(2) 6.3 cm 

(3) 

 

(4) イ エ 

(5) ① ア ② ウ 

 

問１ (1) 石灰岩は主に炭酸カルシウムという物質からできており，うすい塩酸と反応して二酸化炭素が発生する。

チャートは主に，二酸化ケイ素という物質からできている。 

(2) 泥岩，砂岩，れき岩のような堆積岩は流水のはたらきを受けているために粒が丸みをおびている。また，

泥岩，砂岩，れき岩は岩石をつくる粒の大きさによって区別される。 

(3) Ｆ地点やＡ地点などにあった安山岩が，川の水の流れによってけずられ，下流まで運ばれたと考えられる。 

(4) ａにのみ分布する堆積岩は，川の流れによってＢやＣには運ばれるが，Ａ，Ｄ，Ｅ，Ｆには運ばれない。

よって，ＢとＣでのみ採取できた石灰岩があてはまる。同様に，ｂにのみ分布する堆積岩は，川の流れによ

ってＢ，Ｃ，Ｄには運ばれるが，Ａ，Ｅ，Ｆには運ばれない。よって，Ｂ，Ｃ，Ｄでのみ採取できたチャー

トがあてはまる。 

問２ (1) 太陽の日周運動は地球の自転，年周運動は地球の公転による見かけの動きである。 

(2) １時間を表す長さが 2.7cmである。７時 40分は９時の 80分前なので，
80〔分〕

60〔分〕
×2.7〔cm〕＝3.6 

 〔cm〕だけ点Ｘ寄りである。よって，9.9〔cm〕－3.6〔cm〕＝6.3〔cm〕と求められる。 

(3) 札幌では南中高度が熊本より低く，昼の長さは熊本よりも長い。よって，Ｙ点よりも北寄りから太陽はの

ぼり，Ｚ点よりも南寄りの点で南中する。 

(4) 夏至の日の昼の長さは札幌の方が熊本より長いが，冬至の日は熊本の方が札幌より長いので，アは誤り。

春分の日から夏至の日にかけては，熊本よりも札幌の方が昼の長さがより長くなっていくので，ウは誤り。 

(5) 春分の日や秋分の日は地軸の傾きの影響がなくなるため，このときの南中高度と夏至（または冬至）の日

の南中高度の差が地軸の傾きとほぼ等しくなる。また，南中高度は緯度が高いほど低くなる。 
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【過去問 36】 

宮崎市に住む健
けん

一
いち

さんは，季節によって変化する気象や天体について調べた。次の問１，問２に答えなさい。 

（宮崎県 2018 年度） 

問１ 健一さんは，宮崎の天気にどのような特徴があるかを調べるために，インターネットを利用して 1981年

から 2010年までの宮崎市の気象データを集めた。表は，宮崎市の１月，６月，８月，10月の気象データを，

降水量の合計が多い順にまとめたものである。次の(1)～(4)の問いに答えなさい。 

(1) 10 月の気象データを示しているのは

どれか。表中のａ～ｄから１つ選び，記

号で答えなさい。 

(2) 表中のａの月の最多風向は西南西であ

る。図Ⅰのような風向計で西南西の風を

観測したとき，風向計を真上から見たよ

うすとして最も適切なものはどれか。次

のア～エから１つ選び，記号で答えなさ

い。 

表 

月 
降水量の 

合計〔mm〕 

平均気温 

〔℃〕 

平均湿度 

〔％〕 

最多風向 
（最も多かった風向） 

ａ 429.2 23.1 82 西南西 

ｂ 290.2 27.2 79 西北西 

ｃ 181.8 19.4 75 西北西 

ｄ 63.8 7.5 65 西 

※ 降水量の合計は，30年間の月間降水量の平均値である。 

※ 最多風向は，1990年～2010年の気象データである。 

（気象庁Webページ「過去の気象データ検索」より作成） 

 ア イ ウ エ 図Ⅰ 

      

(3) 図Ⅱは，１月，６月，８月，10月のいずれかの特徴的な天気図である。図Ⅱ

は何月の天気図と考えられるか，答えなさい。また，そのように判断した理由

を，気圧配置にふれて，簡潔に書きなさい。 

 

図Ⅱ 

 

(4) 次の文は，日本の天気に影響を与える大気のかたまりについてまとめたものである。 ア  には適切な

言葉を， イ  には適切な内容を入れなさい。 

気温や湿度などの性質が一様で大規模な大気のかたまりを  ア  という。夏に日本付近で最も発達す

る  ア  の性質は，   イ    。 
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問２ 健一さんは，１月のある日に天体観測を行ったところ，図Ⅲのように，オリオン座が真南に見えた。次の

(1)～(3)の問いに答えなさい。 

(1) 次の文は，オリオン座の星の日周運動についてまとめたものである。 

    に適切な言葉を入れなさい。 

オリオン座の星が天球上を１日に１回転して見えるのは，地球が  

    しているためである。 

図Ⅲ 

 

(2) 図Ⅲを観測した日から１か月後に，同じ場所で同じ時刻に再び天体観測をすると，オリオン座はどのよう

に見えるか。最も適切なものを，次のア～エから１つ選び，記号で答えなさい。 

 ア イ ウ エ 

 

    

(3) ６月の太陽と地球，オリオン座の位置関係や，地軸の傾きを模式的に示すとどのようになるか。最も適切

なものを，次のア～エから１つ選び，記号で答えなさい。 

 ア イ ウ エ 

 

    

 

問１ 

(1)  

(2)  

(3) 

月   

理由  

(4) 
ア   

イ  

問２ 

(1)  

(2)  

(3)  
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問１ 

(1) ｃ 

(2) ア 

(3) 

月 １月 

理由 
例 

西高東低の気圧配置だから。 

(4) 

ア 気団 

イ 
例 

あたたかく，湿っている 

問２ 

(1) 自転 

(2) ウ 

(3) イ 

 

問１ (1) １月は冬，６月は夏の初めでつゆ（梅雨），８月は夏の終わり，10月は秋である。つゆのときは雨が降る

ことが多いので，降水量が最も多いａは６月と考えられる。冬，夏，秋を気温が低い順に並べると冬→秋→夏

となるので，ｂ，ｃ，ｄのうち平均気温が最も低いｄは１月，２番目に低いｃは 10 月と考えられる。ｂは８

月である。 

(2) 風向が西南西のとき，風は西南西から東北東の向きにふいている。西南西は西と南西の間の方位で，図Ⅰ

の風向計では風はとがった方から羽根のある方の向きにふく。したがって，正解はア。 

(3) 図Ⅱの天気図は，西の方に高気圧，東の方に低気圧がある西高東低の気圧配置である。また，等圧線の間

隔がせまくて，縦にのびている所が多い。これらは，冬の天気図の特徴である。 

(4) 気温や湿度などの性質が一様で大規模な大気のかたまりを気団という。夏に最も発達する気団は小笠原気

団といい，南の海上で発達するため，あたたかくて湿っている。冬に最も発達する気団はシベリア気団とい

い，北の大陸上で発達するため，冷たくて乾燥している。 

問２ (1) 地球が自転しているため，星は東→南→西の順に１日に１回転して見える。このような星の１日の見かけ

の動きを星の日周運動という。 

(2) オリオン座の傾きは，ア，ウのように位置によって変わって見える。また，同じ時刻の星の位置は，１か

月で 30°東から西へ移動して見えるので，正解はウである。 

(3) 地球の北極が太陽の方に傾いているア，イは夏至，反対向きに傾いているウ，エは冬至なので，正解はア

かイである。夏至のとき，オリオン座は太陽の方にあるので，地球からは見えない。したがって，正解はイ

である。 
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【過去問 37】 

次の各問いに答えなさい。答えを選ぶ問いについては記号で答えなさい。 

（鹿児島県 2018 年度） 

問１ 寒冷前線付近では，寒気によって暖気がおし上げられるために強い上昇気流が生じて雲が発生し，強い雨

を短時間に降らせることがある。この雲として最も適当なものはどれか。 

ア 高層雲 イ 乱層雲 ウ 巻雲 エ 積乱雲 

問２ アブラナの花のつくりについて，「おしべ」，「花弁」，「めしべ」，「がく」を花の中心から順に並べよ。 

問３ 太陽のように，自ら光や熱を出してかがやいている天体を何というか。 

問４ 放射線に関する単位のうち，放射線の人体に対する影響を表すものを書け。 

問５ 日本で現在生息しているオオカナダモやカダヤシのように，もともとその地域に生息していなかったが，

人間の活動によってほかの地域から持ちこまれて野生化し，子孫を残すようになった生物を何というか。 

問６ 次のＡとＢの質量を比べた。 

Ａ 水 100ｇと物質ａ40ｇを 95ｇのビーカーに入れ，よくかき混ぜ，物質ａ

がすべてとけたもの 

Ｂ 水 100ｇと物質ｂ40ｇを 95ｇのビーカーに入れ，よくかき混ぜたが，物

質ｂが 4.1ｇとけ残ったもの 

 

解答欄の     に等号（＝）または不等号（＜，＞）を書き，ＡとＢの質量の関係を表せ。ただし，気体

の発生や水の蒸発はないものとする。 

問７ コイルに鉄しんを入れて電流を流し，ア～エのような電磁石をつくった。電磁石の磁力が最も強いものは

どれか。ただし，乾電池１個の電圧の大きさはすべて同じで，導線，鉄しんは同じものである。 

ア イ ウ エ 

    

 

問８ 100mL のメスシリンダーに 30.0mL の目盛りまで水を入れた。これに 16.2ｇの

金属を入れると，図のようになった。この金属の密度は何ｇ/cm3か。 

図 
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問１  

問２ →       →       → 

問３  

問４  

問５  

問６ Ａの質量       Ｂの質量 

問７  

問８   ｇ/cm3 

 

問１ エ 

問２  めしべ → おしべ → 花弁 → がく 

問３ 恒星 

問４ Ｓｖ（シーベルト） 

問５ 外来生物 

問６ Ａの質量   ＝  Ｂの質量 

問７ ウ 

問８ 2.7 ｇ/cm3 

 

問１ 寒冷前線付近では，強い上昇気流によって，垂直方向に大きく発達した雲（積乱雲）ができる。寒冷前線が

通過するときには，積乱雲によって強い雨が短時間に降る。 

問２ アブラナの花のつくりは，花の中心部分から，めしべ，おしべ，花弁，がくの順になっている。 

問３ 太陽のように，自ら光や熱を出してかがやいている天体を，恒星という。 

問４ 放射線に関する単位には，ベクレル（Bq），シーベルト（Sv），グレイ（Gy）などがある。このうち，人体に対

する影響を表す単位はシーベルトである。なお，ベクレルは原子核が壊変する数を，グレイは放射線が物質に

あたえるエネルギーの大きさをそれぞれ表す。 

問５ もともとその地域に生息していなかったが，人間の活動によってほかの地域から持ちこまれて野生化し，子

孫を残すようになった生物を，外来生物，または外来種という。 

問６ 物質が水にとけて見えなくなっても，その物質自体がなくなってしまうわけではなく，小さい粒子に分かれ

て水の中に散らばっている。よって，ＡもＢも，全体の質量は，100〔ｇ〕＋40〔ｇ〕＋95〔ｇ〕＝235〔ｇ〕

で変わらない。 

問７ 電磁石は，導線の巻数が多いほど，また，コイルに流れる電流が大きいほど，磁力が強い。コイルの巻数は，

ア，イ，ウが 200回でエよりも大きい。コイルに流れる電流の大きさは，乾電池２個を直列につないでいるウ

とエがアとイよりも大きい。よって，ウの電磁石が最も強い。なお，エでは導線を厚紙に巻いているが，これ

は，ア～エの導線の長さの条件をそろえたときに，エの巻数がア，イ，ウよりも少ないので導線が余ってしま

うからである。 

問８ 図の水の量を読みとると 36.0mLなので，この金属の体積は，36.0〔mL〕－30.0〔mL〕＝6.0〔mL〕より，6.0cm3

である。密度〔ｇ/cm3〕＝
物質の質量〔ｇ〕

物質の体積〔cm3〕
なので，

16.2〔ｇ〕

6.0〔cm3〕
＝2.7〔ｇ/cm3〕 
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【過去問 38】 

図は太陽，地球，黄道付近に位置する主な星座を表し，Ａは春分の地球の位置を模式的に表している。次の問

いに答えなさい。 

（沖縄県 2018 年度） 

図  

問１ 地球の公転の向きは，図の矢印あ・いのうちどれか。適当なものを記号で答えなさい。 

問２ 次の文を完成させなさい。ただし①，②については，それぞれ〔    〕の中から選んで答えなさい。

また，空欄③は語群の５つの中から４つを使用して，文をつくりなさい。 

太陽の日周運動は，地球が地軸を中心として①〔東から西 西から東〕へ自転しているために起こる見

かけの動きである。 

 また，太陽は，星座の間を②〔東から西 西から東〕へ移動し，１年で一周するように見える。これは

（ ③ ）である。 

③の語群 ｛太陽， 地球， 公転， 自転， 見かけの動き｝ 

問３ 地球がＢの位置にあるとき，日本の季節を答えなさい。 

問４ 沖縄県内のある場所で，いて座を観測した。次の空欄①，②に入る地球の位置について，それぞれ図のＡ

～Ｄの記号で答えなさい。 

・真夜中にいて座が南中したことから，地球の位置は図の（ ① ）にあると考えられる。 

・いて座が日没頃南中する地球の位置は（ ② ）である。 
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問１   

問２ 

①  ②  

③  

問３   

問４ ①  ②  

 

問１ あ 

問２ 

① 西から東 ② 西から東 

③ 地球の公転による太陽の見かけの動き 

問３ 冬 

問４ ① Ｄ ② Ｃ 

 

問１ 地球の公転の向きは，北極側から見て反時計回りとなる。 

問２ 地球の自転の向きも，公転の向きと同様に，北極側から見て反時計回りの向きである。太陽が１日で地球の

周囲を１周しているように見えるのは，地球の自転による見かけの動きである。また，太陽が星座の間を１年

で１周しているように見えるのは，地球の公転による見かけの動きである。 

問３ Ａが春分とあるので，問１より地球の公転の向きを考えると，Ｄが夏，Ｃが秋，Ｂが冬となる。 

問４ 地球をはさんで太陽の反対側にある星座が，地球では真夜中に南中して見える。 

 

 


